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あの日・・・
被災地から、東京都の中学生にメッセージをいただきました。

　この作品のテーマは「新生高田！！」です。
�　あの３月１１日に起こった震災で多くの人々が犠

ぎ

牲
せい

になり、家も車もすべてを津
つ

波
なみ

によって流されました。私はあの日、高田高校で部活をしていて、第２グラウンドの
方に避

ひ

難
なん

しました。
　津波を見た次の日、町には少数の建物しか残っていなくてあの町並みはもう見られ
ないと思ったら信じられませんでした。あれから半年が経ち、今では前とほぼ変わら
ない生活を送っています。部活動でこの話を知り、自分の思っている絵を描きました。
　私は絶対に海は描きたくて海を中心の上に。そして海の下にある線路は防

ぼう

波
は

堤
てい

を
兼
か

ね備えています。高田の町並みがあって、手前に見える時計台は市役所で高田の
シンボルです。右側に見える青い屋根の建物は、高田高校です。そして、左側に見
える大きな観覧車は高田を一望できます。ここは高田の新しい名物スポットと考え
ています。他にも博物館や図書館、遊ぶ場所、買い物できる場所を設けました。
　復興が進んでこんな風になったらいいなと思いながら描きました。

岩手県立高田高等学校１年　西槇　美紀

今の福島が本当に大好きです

　私たちは、あの３月１１日の大震災から、全てが変わってしまって、今、藤間中学
校に間借りして勉強しています。豊間中学校の校舎は、１階が津波で流されてしまっ
ていて、いつ、豊間中にもどれるのか分かりません。早く豊間中学校にもどりたいです。
部活動では、月曜日と金曜日は藤間中の体育館を使わせていただいています。本当に
藤間中学校には、感謝しています。
　また、今まで支援してくださったみなさんにも本当に感謝しています。私たちは、
みなさんの支援のおかげでとても元気になりました。これからの事は、分かりません
が、私たちは、これからもずっと元気でいたいし、早く、復旧・復興して、早く３月
１１日以前よりも良い福島にしていきたいです。私は、今の福島が本当に大好きです。

平成２３年１０月　　福島県いわき市立豊間中学校　１年　鈴木　里歩

新生高
たか
田
た
！！あの日から 〜陸前高田市立横田中学校の取り組み〜

　３月１１日、横田中学校では翌日の卒業式にむけて１・２年の生徒が準備をしていました。
�　２時４６分、体験したことのないほどの揺れを感じ、校庭の真ん中に跳び出しました。ゴォーとい
う地鳴りと模型の建物のように大きく揺れる校舎のことを今でもはっきり覚えています。

　あの日から、私たちがどんなふうに春休みを送ってきたのかをここに記してみたいと思います。
�　３月１１日の夕方の時点で決まっていたことは、翌日の「卒業式」は中止ということだけでした。
通信手段はすべて不通になっていたので、この連絡は先生方が手分けして自宅訪問で伝えました。

　３月１２日� �横田中学校の校庭は自衛隊の駐屯地となる。校舎２階は神奈川県警の宿泊施設となる。

　３月２６日� �横田中学校の体育館・校舎に全国からの支援物資が搬入され始める。関西広域連合の�
� ボランティアが派遣され、支援物資の搬入、仕分け、搬出の仕事にあたってくださる。

　３月２８日� �少数の市職員と横田中学校の職員だけでの対応に困っていたところ、中学校の近所に�
� 住む元 PTA の方が支援物資のボランティアを買って出てくれました。その後、家族�
� や近所の中学生も誘ってくれました。全国から送られてくる支援物資は膨大な量で大�
� 変な仕事でしたが、この作業に取り組むことは横中生の貴重な体験になると考え、翌�
� 日に全校を招集することにしました。（連絡は、この日から自主的にボランティア活�
� 動に参加していた横中生徒会長が歩いて回ってくれました。）

　３月２９日� �全校での支援物資のボランティアが始まりました。ただし、さまざまな家庭事情がある�
� ので翌日以降は有志のボランティアとしました。といっても、ほとんどの生徒がほぼ�
� 毎日このボランティアに従事してくれました。この活動の中心として大阪から来てい�
� たボランティアの方々が活躍していました。始めはぎこちなかった中学生たちも次第�
� に大阪の人々と打ち解け、最後には頼りにされるまでになりました。

　支援物資の仕事は「重労働」の一言に尽きます。大小
さまざまな箱をトラックから運び、大まかに仕分けして
重ねます。箱を開け、中身を確認して「新・古」「男・女」�
「種類」などの仕分けを行います。果てしなくこの繰り
返しです。４月２０日に学校再開のめどがたってからは、
午前中に新学期の準備、午後からボランティアという生活
を前日まで送りました。

　当初、なんのめどもなく途方に暮れることの多かった春休みですが、このボランティア活動があっ
たおかげで、私たちは自分たちのやるべきことをはっきり自覚するとともに、前に向かって進んでい
こうという気持ちになれました。

平成２３年１０月２１日　岩手県陸前高田市立横田中学校　若竹生徒会
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　激しく炎を上げて燃え続けた千葉県市
いちはら

原市
にある精油所のＬＰガスタンク
　地震によりガスタンクが落下、下にあった
ガス管が破

は

裂
れつ

して爆
ばくはつえんじょう

発炎上した。

倒壊した岩手県釜
かまいし

石市

　津波に飲み込まれる宮城県名
な

取
とり

市の閖
ゆり

上
あげ

港広
ひろうら

浦地区。津波
は地震発生約30分後には東北地方を襲

おそ

い、午後３時18分
には岩手県大

おおふなと

船渡市で8.0mの津波が記録された。

岩手県釜
かまいし

石市の津波 (引き波）

がれきの街に打ち上げられ
た船（大船渡市大船渡町）マグニチュード

9.0

東日本大震災
平成23年3月11日午後2時46分

津
つ

波
な み

倒
と う

壊
か い

火災
2

　震度 5強の揺
ゆ

れを記録した
東京では九段会館の天井が崩

ほう

落
らく

し死傷者が出た。

平成23年（2011）3月11日　大渋滞する皇居周辺

　東京では地震直後から公共交通機関が止まり、家に帰れない
多くの帰宅困難者が出た。徒歩で帰ろうとする人々や車の渋

じゅうたい

滞
で都内は終日大混乱の状態が続いた。（新宿駅西口前）

　東京都からは、東京消防庁、警視庁がい
ち早く駆

か

けつけ、迅
じんそく

速かつ機動的な活動を
行った。被災地では、各自治体、自衛隊、
消防、警察などによる懸

けんめい

命な救援活動が続
き、復興に向けた取り組みが行われた。岩手県宮

みやこ

古市役所庁舎に掲げられたメッセージ

地震、津波・・・ そして、復興に向けて

東京

復旧へ
3



はじめに

　平成23年３月11日午後２時46分、東北地方太平洋沖
おき

で、我が国観測

史上最大のマグニチュード9.0という巨大地震が発生しました。この地震は、

最大震度７という強い揺
ゆ

れに加えて大津波を発生させ、東北から関東に至る

広い地域に深刻な被害を与えました。

　被
ひ

災
さい

地
ち

では、民家や学校、商業施設、工場だけではなく、街そのものが破
は

壊
かい

されてしまいました。被害はそれだけではありません。一万数千もの尊い

命がこの大震災によって失われたのです。

　また、無事に避
ひ

難
なん

できたとは言え、住んでいた家を失ったり、働いていた

職場を失ったりして、いまだに以前の生活を取り戻せない方々が数多くいま

す。大震災の爪
つめ

跡
あと

は東日本各地に深く刻まれています。

　「3.11を忘れない」

　この言葉は、被災地だけに当てはまるものではありません。

　私たちの住む東京都は、過去に関東大震災を体験し、近い将来、首都直下

地震の発生も予測されています。

　東京都で学ぶ中学生の私たちも、東日本大震災の記憶を忘れず、防災意識

を高め、いざというときに、まず自分の命を守り、次に身近な人を助け、さ

らに地域に貢
こう

献
けん

できる人になれるように、学んでいきましょう。

4

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

あの日…  ………………………………………………………………  表紙裏 -1

カラーグラビア　東日本大震災  ……………………………………………… 2

はじめに  ………………………………………………………………………… 4

第一章　知っておこういろいろな災害
年表で見る主な自然災害〈日本の大災害〉  …………………………………… 6

地震による災害（建物の倒
とう

壊
かい

・火災・津
つ

波
なみ

・液状化・土砂崩
くず

れ）  …………… 8

火山の噴
ふん

火
か

による災害（火
か

砕
さい

流
りゅう

・溶
よう

岩
がん

流・火山灰・火山ガス） …………… 10

台風による災害（風害・水害と土砂崩れ） …………………………………… 12

大震災から学ぶ（1）〜東日本大震災〜 ＜東北地方太平洋沖地震＞  … 14

大震災から学ぶ（2）〜阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大震災〜 ＜兵庫県南部地震＞  …… 16

大震災から学ぶ（3）〜関東大震災〜 ＜関東地震＞  …………………… 18

大震災から学ぶ（4）　関東大震災とその後の復興  ……………………… 20

先人が伝える防災の教え  …………………………………………………… 22

古典文学に見る地震…………………………………………………………… 24

第二章　大災害への準備と対策
首都直下地震等の脅

きょう

威
い

（1）　東京湾北部地震と多摩直下地震の被
ひ

害
がい

想定 …… 26

首都直下地震等の脅威（2）　元
げん

禄
ろく

型関東地震と立川断層帯地震の被害想定 … 28

大
おお

地
じ

震
しん

発生時の行動を考えておこう  ……………………………………… 30

日
ひ

頃
ごろ

の備え、家庭での備え  ………………………………………………… 32

地域防災マップを作ろう  …………………………………………………… 34

応急手当の基本  ……………………………………………………………… 36

地震発生時の情報の収集と活用　〜不確かな情報に振
ふ

り回されないために〜 … 38

海外メディアが伝えた東日本大震災と日本の評価  ……………………… 40

世界中の人に恩返ししたい  ………………………………………………… 42

第三章　その日に備えて　〜自助・共助の心〜
いま、私たちにできること  ………………………………………………… 44

地域の防災訓練に参加しよう⑴  …………………………………………… 46

地域の防災訓練に参加しよう⑵  …………………………………………… 48

東日本大震災で活
かつ

躍
やく

した東京消防庁ハイパーレスキュー隊  …………… 50

東京消防庁ハイパーレスキュー隊員からのメッセージ  ………………… 52

防災について調べよう  ……………………………………………………… 54

東京都の防災対策を調べてみよう  ………………………………………… 56

復興に向けて…  ……………………………………………………………… 58

目次

国語

社会

理科

保健体育

技術・家庭
（家庭分野）

英語

道徳

総合的な
学習の時間

特別活動

読みもの

英

教科等との関連

家

5



 869年
貞観11年

1185年
 元暦2年

1498年
 明応7年

1586年
天正13年

1605年
慶長9年

1703年
元禄16年

1707年
 宝永4年

1855年
 安政2年

1854年
 安政元年

1854年
 安政元年

1891年
明治24年

1896年
明治29年

1923年
大正12年

1933年
 昭和8年

1943年
昭和18年

1944年
昭和19年

1946年
昭和21年

1948年
昭和23年

1960年
昭和35年

1978年
昭和53年

1983年
昭和58年

1993年
 平成5年

1995年
 平成7年

2004年
平成16年

2007年
平成19年

2011年
平成23年

2015年
 平成27年

1707年
宝永4年

1783年
天明3年

1792年
寛政4年

1902年
明治35年

1914年
大正3年

1926年
大正15年

1940年
昭和15年

1983年
昭和58年

1986年
昭和61年

2014年
 平成26年

199１年
 平成３年

2000年
平成12年

1910年
明治43年

1934年
 昭和9年

1945年
昭和20年

1947年
昭和22年

1949年
昭和24年

1954年
昭和29年

1957年
昭和32年

1959年
昭和34年

2011年
平成23年

2013年
平成25年

2011年
平成23年

2004年
平成16年

火山灰に埋もれる民家
［平成 12 年（2000）7 月撮影］● 赤字は、関東で起きた災害です。

●  赤丸内の数字は、関連ページを表しています。

主な地震年表

主な火山噴火年表

三宅島噴火

明
治
三さ

ん

陸り
く

地
震
津
波（
死
者
約
二
万
二
千
人
）
M8.2

濃の
う

尾び

地
震	

M8.0

江え

戸ど

地
震（
死
者
約
七
千
人
）
M7.0
〜
M7.1

安
政
南
海
地
震 

M8.4

安あ
ん

政せ
い

東
海
地
震（
死
者
二
〜
三
千
人
）
M8.4

宝ほ
う

永え
い

地
震	

		

M8.6

元げ
ん

禄ろ
く

地
震（
死
者
三
万
人
以
上
）
M7.9
〜
M8.2

慶け
い

長ち
ょ
う

地
震（
津
波
に
よ
る
死
者
多
数
）
M7.9

天て
ん

正し
ょ
う

地
震（
死
者
多
数
）
M7.8

明め
い

応お
う

地
震（
東
海
道 

死
者
約
四
万
一
千
人
）	

M8.2
〜
M8.4

元げ
ん

暦り
ゃ
く

地
震	

M7.4

貞じ
ょ
う

観が
ん

地
震	

M8.3

口く
ち
の

永え

良ら

部ぶ

島
噴
火

御お
ん

嶽た
け

山さ
ん

噴
火

三
宅
島
噴
火

　（全
島
民
が
島
外
に
避
難
）

雲
仙
普
賢
岳
噴
火

　（死
者
・
行
方
不
明
四
十
四
人
）

伊
豆
大
島
噴
火

　（全
島
民
が
島
外
に
避ひ

難な
ん

）

三
宅
島
噴
火

　（溶
岩
流
や
火
山
灰
な
ど
の
被
害
）

三
宅
島
噴
火

十と

勝か
ち

岳だ
け

噴
火
（
大
正
泥で

い

流り
ゅ
う

）

桜さ
く
ら

島じ
ま

噴
火
（
大
正
大
噴
火
）

伊
豆
鳥
島
噴
火

雲う
ん

仙ぜ
ん

普ふ

賢げ
ん

岳だ
け

噴
火

　（眉ま
ゆ

山
の
崩ほ
う

壊か
い

に
よ
り
津つ

波な
み

が
発
生
。
死
者
約
一
万
五
千
人
）

浅あ
さ

間ま

山
噴
火

富
士
山
宝
永
大
噴
火

東
北
地
方
で
大
津
波
、

犠ぎ

牲せ
い

者
約
千
人

（

）

我
が
国
最
大
級
の
地
震
の
一
つ

死
者
二
万
人
以
上

（

）

安
政
東
海
地
震
の
三
十
二
時
間
後
に
発
生

死
者
数
千
人

（

）

内
陸
部
で
最
大
級

死
者
七
千
人
超

（

）
P.23P.22

P.24

P.25

P.24

P.25

P.11P.10

P.10

P.10

年表で見る主な自然災害
　日本は四季折々の変化に富み、豊かな自然に恵

めぐ

まれた国です。その一方で台風 の通り道にあるなど気象現象の影響を受けやすく、地震火山活動が活発な環
かん

太
たい

平
へい

洋
よう

火山帯

にも位置することから、長い歴史の中で台風、大雨、地震、火山の噴
ふん

火
か

などの自 然現象が人々の生活に様々な被
ひ

害
がい

を及ぼしてきました。どのような自然現象がどのような

災害を引き起こしたか、過去の災害について学び、防災について考えていきましょ う。

死
者
五
十
八
人
、
溶よ

う

岩が
ん

流
や

地
震
な
ど
の
被
害

（

）

死
者
・
行
方
不
明
百
四
十
四
人

火
山
泥
流
被
害

（

）

死
者
五
十
七
人
、
行
方
不
明
六
人

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
三
日
現
在

（

）

死
者
千
百
五
十
一
人

火か

砕さ
い

流
・
火
山
泥で
い

流り
ゅ
う

な
ど
の
被
害

（

）

死
者
十
一
人
、
火
山
弾だ
ん

や

溶
岩
流
な
ど
の
被
害

（

）

死
者
百
二
十
五
人

全
島
民
死
亡

（

）

　鯰
なまず

絵
え

　安政 2 年
（1855）江戸地震
の余震が続く江戸
で、地震を起こし
たとされる地下の
大鯰を描いた錦

にしき

絵
え

が流行した。

明応地震による
大津波で大仏殿
が流され露

ろ

座
ざ

と
なった神奈川県
鎌倉市高

こう

徳
とく

院
いん

の
大仏

6

３
・
11
を
忘
れ
な
い
　

第
一
章
　知
っ
て
お
こ
う
い
ろ
い
ろ
な
災
害

 869年
貞観11年

1185年
 元暦2年

1498年
 明応7年

1586年
天正13年

1605年
慶長9年

1703年
元禄16年

1707年
 宝永4年

1855年
 安政2年

1854年
 安政元年

1854年
 安政元年

1891年
明治24年

1896年
明治29年

1923年
大正12年

1933年
 昭和8年

1943年
昭和18年

1944年
昭和19年

1946年
昭和21年

1948年
昭和23年

1960年
昭和35年

1978年
昭和53年

1983年
昭和58年

1993年
 平成5年

1995年
 平成7年

2004年
平成16年

2007年
平成19年

2011年
平成23年

1707年
宝永4年

1783年
天明3年

1792年
寛政4年

1902年
明治35年

1914年
大正3年

1926年
大正15年

1940年
昭和15年

1983年
昭和58年

1986年
昭和61年

199１年
 平成３年

2000年
平成12年

1910年
明治43年

1934年
 昭和9年

1945年
昭和20年

1947年
昭和22年

1949年
昭和24年

1954年
昭和29年

1957年
昭和32年

1959年
昭和34年

2011年
平成23年

2013年
平成25年

2011年
平成23年

2004年
平成16年

カスリーン台風による葛飾区の大規模水害

関東大震災で焼け落ちた
新橋駅舎（港区）

主な台風・水害年表

平
成
二
十
五
年
台
風
第
二
十
六
号

平
成
二
十
三
年
台
風
第
十
五
号

平
成
二
十
三
年
台
風
第
十
二
号

平
成
十
六
年
台
風
第
二
十
三
号

伊い

勢せ

湾わ
ん

台
風

諫い
さ

早は
や

豪ご
う

雨う

洞と
う

爺や

丸ま
る

台
風

キ
テ
ィ
台
風

カ
ス
リ
ー
ン
台
風

枕ま
く
ら

崎ざ
き

台
風

室む
ろ

戸と

台
風

明
治
四
十
三
年
関
東
大
水
害

新
潟
県
中
越
沖
地
震（
死
者
十
五
人
）	

M6.8

新
潟
県
中ち

ゅ
う

越え
つ

地
震（
死
者
六
十
八
人
）	

M6.8

兵
庫
県
南
部
地
震（
阪
神
・
淡
路
大
震
災
） 

M7.3

 

（
死
者
六
千
四
百
三
十
四
人
）

北
海
道
南な

ん

西せ
い

沖お
き

地
震	

 

M7.8

日
本
海
中
部
地
震（
死
者
百
四
人
）
M7.7

伊
豆
大
島
近
海
地
震（
死
者
二
十
五
人
）
M7.0

チ
リ
地
震
津
波（
死
者
・
行
方
不
明
百
四
十
二
人
）
M9.5

福
井
地
震（
死
者
三
千
七
百
六
十
九
人
）
M7.1

南
海
地
震（
死
者
千
三
百
三
十
人
）
M8.0

東
南
海
地
震 

M7.9

　（死
者
・
行
方
不
明
千
二
百
二
十
三
人
）

鳥
取
地
震（
死
者
千
八
十
三
人
）
M7.2

昭
和
三
陸
地
震	

M8.1

　（死
者
・
行
方
不
明
三
千
六
十
四
人
）

関
東
地
震（
関
東
大
震
災
）
M7.9

　
　
　
　
　
　
　

 

（
死
者
十
万
人
超
）

主な台風・風水害年表

P.8

P.18 P.22

P.19

P.20

P.21

P.16

P.17

P.23

奥お
く

尻し
り

島
で
最
大
10 

m
超
の

津
波
を
観
測 

死
者
二
百
二
人

（

）

P.13
P.13

P.13

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震〈
東
日
本
大
震
災
〉

死
者
・
行
方
不
明 

一
万
八
千
六
百
十
七
人（
平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
一
日
現
在
）

Ｍ9.0

3.11

〈日本の大災害〉

　日本は四季折々の変化に富み、豊かな自然に恵
めぐ

まれた国です。その一方で台風 の通り道にあるなど気象現象の影響を受けやすく、地震火山活動が活発な環
かん

太
たい

平
へい

洋
よう

火山帯

にも位置することから、長い歴史の中で台風、大雨、地震、火山の噴
ふん

火
か

などの自 然現象が人々の生活に様々な被
ひ

害
がい

を及ぼしてきました。どのような自然現象がどのような

災害を引き起こしたか、過去の災害について学び、防災について考えていきましょ う。

死
者
・
行
方
不
明

千
三
百
四
十
九
人

（

）

死
者
百
三
十
五
人

行
方
不
明
二
十
五
人

（

） 死
者
九
十
五
人

行
方
不
明
三
人

（

）

死
者
十
二
人

行
方
不
明
三
人

（

）

死
者
六
十
八
人

行
方
不
明
二
十
五
人

（

）

死
者
四
千
六
百
九
十
七
人

行
方
不
明
四
百
一
人

（

）

死
者
八
百
五
十
六
人

行
方
不
明
百
三
十
六
人

（

）

死
者
・
行
方
不
明

千
七
百
六
十
一
人

（

）

死
者
二
千
四
百
七
十
三
人

行
方
不
明
千
二
百
八
十
三
人

（

）

死
者
二
千
七
百
二
人

行
方
不
明
三
百
三
十
四
人

（

）
死
者
千
七
十
七
人

行
方
不
明
八
百
五
十
三
人

（

）
P.12

死
者
三
十
六
人

行
方
不
明
四
人

（

）P.12
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1 階部分が崩れ、傾いたビル［阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大震災　平成 7 年（1995）１月］ 橋
きょう

脚
きゃく

からなぎ倒された高速道路［阪神・淡路大震災　平成 7 年（1995）１月］

地震による石油タンクの火災［東日本大震災 平成 23 年（2011）千葉県市
いち

原
はら

市］

　強い地震は、耐震性の低い建物などの倒壊を引き起
こし、内部や周辺にいる人を下

した

敷
じき

きにしたり、内部に閉
じ込めたりするなどの一次災害を引き起こします。ま
た、家具の転倒による被害も数多く報告されています。

　地震は火災による二次
災害を引き起こします。
建物の倒壊による電気機
器や配線からの漏

ろう

電
でん

や、
ガス・油を燃料とする器
具からの出火による火災
は、場合によっては地震
そのものよりも大きな被
害をもたらすことがあり
ます。
　揺

ゆ

れが収まった後、火
を消し、ガスの元

もと

栓
せん

を閉
め、電気のブレーカーを
落としてから避

ひ

難
なん

するこ
とが必要です。

地震による災害（建物の倒
とう

壊
かい

・火災・津
つ

　東京を含む南関東地域は、日本列島の中でも特に地震の多い地域です。南関東地域の下

では、フィリピン海プレートと太平洋プレート (海洋プレート )が北米プレート (大陸プ

レート )の下に沈
しず

みこみ、複雑に押し合っているため、地震が多く発生します。

建物の倒壊

火災

8

● 地震の原因 ●
防災トピック

押し寄せた津波に飲み込まれた家屋［東日本大震災 平成 23 年（2011）岩手県大
おお

槌
つち

町］

　地球を覆
おお

う厚さ100km前後の固い岩盤のことをプレー

トと言います。プレートには大陸プレートと、それよりも

密度の大きい海洋プレートがあります。両者がぶつかり合

う場所では、海洋プレートが大陸プレートの下に沈み込ん

でいます。大陸プレートは海洋プレートの沈み込みによっ

て少しずつゆがんでいき、耐
た

えられなくなって反発した

り、破
は

壊
かい

が起きたりして地震が発生します。また、プレー

ト同士のぶつかり合いの影響で、大陸プレートの内部で活

断層がずれるために発生する地震もあります。

●	地震の原因	● 四つのプレートが重なり合う日本

琉球海溝

伊豆・小笠原海溝

千
島
海
溝

相
模
ト
ラ
フ駿

河
ト
ラ
フ

南
海
ト
ラ
フ

日
本
海
溝

琉球海溝

伊豆・小笠原海溝

千
島
海
溝

相
模
ト
ラ
フ駿

河
ト
ラ
フ

南
海
ト
ラ
フ

日
本
海
溝

ユーラシアプレート

北米プレート
（オホーツクプレート）

フィリピン海プレート

太
平
洋
プ
レ
ー
ト

琉球海溝

伊豆・小笠原海溝

千
島
海
溝

相
模
ト
ラ
フ駿

河
ト
ラ
フ

南
海
ト
ラ
フ

日
本
海
溝

　海底で地震が起きた場合には、津波が発生する
ことがあります。津波は、海底から水面までの海
水が一気に動くので、普通の波とは比較にならな
い大きなエネルギーになります。東日本大震災で
は、太平洋岸の幅広い地域に津波が押し寄せ、沿

岸や港湾の施設だけでなく土地 ･ 建物・道路など
を巻き込み、大きな被

ひ

害
がい

を生じさせました。その
被害は、場所によってははるか内陸部にまで及び、
多くの人命を奪

うば

いました。

　地
じ

盤
ばん

の柔らかい湾
わん

岸
がん

地域などでは、液状化が発
生する場合があります。
　東日本大震災では、東京都内で数か所に液状化
が発生しましたが、上下水道などのインフラに大
きな影響はありませんでした。

　山間部や傾
けい

斜
しゃ

地では、地震の揺れによって土砂
崩れが発生する危険性があります。土砂崩れが発
生すると、家屋や道路が土砂に埋

う

まるなど、大き
な被害が生じます。

津波

液状化 土砂崩れ

数
分
後

波
なみ

・液状化・土砂崩
くず

れ）

3.11を忘れない
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伊豆大島噴火の溶岩流［昭和61年（1986）11月 19日撮影］

三宅島　海上を数十 km先まで流れる噴
ふん

煙
えん

［平成12年（2000）12月 5日撮影］

三宅村立阿
あ

古
こ

中学校３年（当時）、山田順さんの絵
［昭和58年（1983）「三宅島大噴火記録誌」から］

　火砕流とは、高温の火山ガスとともに、熱い溶岩
や火山灰などが高速で山の斜

しゃ

面
めん

を下ってくる現象で
す。速度が時速100km前後になることもあり、温
度は数百度にも達すると言われています。そのため、
火砕流が発生してから避

ひ

難
なん

したのでは間に合いませ
ん。火砕流の避難勧告がなされたなら、速

すみ

やかに避
難する必要があります。
　長崎県雲

うん

仙
ぜん

普
ふ

賢
げん

岳
だけ

の噴火［平成3年（1991）］では、
大火砕流が発生し、41人が死亡しています。
　また、平成12年（2000）の三宅島の噴火では、
8月29日に小規模の火砕流が発生しました。

三宅島の火砕流［平成12年（2000）８月29日撮影］

火山の噴
ふ ん

火
か

による災害（火
か

砕
さい

流
りゅう

　大陸プレートの下に海洋プレートが沈
しず

み込む部分では、海洋プレートと一
いっ

緒
しょ

に地中に取

り込まれた海水や地中の高温などの影響で岩石が溶
と

け、マグマが発生します。このマグマ

からできた火山ガスや溶岩などの火山噴
ふん

出
しゅつ

物
ぶつ

が噴
ふ

き出すことを噴火と言います。

噴火

火砕流

10

防災トピック

・溶
よう

岩
がん

流・火山灰・火山ガス）

　地中にあったマグマが、火山活動によって地表に噴出した
ものが溶岩です。噴出した溶岩が地表を流れるものを溶岩流
と言います。溶岩流は速いものでも時速 30km 程度ですが、
高温のため山林や建物・道路など全てを焼き払い、埋

う

めてし
まいます。しかも、溶岩流は冷えると固まって岩になってし
まうため、その場所が道路や住宅地、田畑であった場合、元
に戻すことは大変困難です。
　火山から噴き出す噴煙には、噴石や火山灰が混じっていま
す。火山灰は上空の風に乗って広い範囲に降り注ぎ、堆

たい

積
せき

し
ます。火山灰は農作物を枯

か

らすほか、飛散によって人間の目・
鼻・のど・気管支に異常を引き起こすことがあります。
　火山活動によって火口や山腹などから放出される火山ガス
には、二酸化硫

い

黄
おう

、硫
りゅう

化
か

水素などが含まれ、のどや目に痛み
を感じたりします。濃度が濃いガスを吸い込むと命にかかわ
ることもあります。

　平成12年（2000）7月に発生した三宅島の噴火では、噴石、降灰による被害とともに強い

火砕流や降雨により泥
でい

流
りゅう

の発生する可能性が出てきたため、9月には全島民が島を離れました。

この噴火では、世界に類を見ないほどの大量の火山ガスが、長期間にわたり発生し続けました。

　平成 17 年（2005）

2月には避難が解除さ

れ、約 3000人が帰島

していますが、火山ガス

は平成 23 年（2011）

現在も発生しており、山

頂付近は立ち入り禁止

区域に指定されていま

す。
噴火の様子を伝える新聞記事　

［平成 12 年（2000）8 月 19 日 
（提供　東京新聞）］

避難や支援の状況を伝える新聞記事
［平成 12 年（2000）9 月 2 日 （提供　毎日新聞）］

三宅島の大規模噴火［平成12年（2000）８月10日撮影］

溶岩流・火山灰・火山ガス

もし火山が噴火したら

● テレビやラジオの情報を確認し、速やかに遠くへ逃げましょう。
● 灰が侵入しないように窓を閉め、ヘルメットやガスマスク、防

ぼう

塵
じん

眼
め が ね

鏡を着用しましょう。
● 噴石直

ちょく

撃
げき

を避けるため、強固な建物内に避難しましょう。
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　台風は、その強い風による家屋の倒
とう

壊
かい

や、風で飛ばされた
飛散物による負傷、農作物の落果などの被害をもたらします。
また、送電線が切断されるなど電力施設に被害が生じた場合
には、停電や通信関係に混乱をきたすほか、強風とあいまっ
て交通を麻

ま

痺
ひ

させることもあります。
　平成23年（2011）9月21日静岡県浜松市付近に上陸し
た台風第15号は、東海・関東・東北地方を縦

じゅう

断
だん

し、太平洋
に抜

ぬ

けていきました。この台風は東京を直
ちょく

撃
げき

し、その通過時
間帯が帰宅ラッシュ時と重なったため、公共交通機関が軒

のき

並
な

み運休となり、多くの帰宅困難者を発生させました。この台
風は東日本大震

しん

災
さい

の被
ひ

災
さい

地を通過したため、被災地や避
ひ

難
なん

先、
仮設住宅などにも被害を及

およ

ぼし、災害の恐ろしさを改めて感
じさせました。
　また、台風が多く発生する９月には、竜巻と推定される突
風が多く確認されています。竜巻は発達した積乱雲などに伴っ
て発生する激しい渦巻きで災害を引き起こすことがあります。

台風による災害（風害・水害と土砂崩
くず

れ）

　台風は、毎年日本列島を襲
おそ

い、災害を引き起こしています。熱帯や亜
あ

熱
ねっ

帯
たい

の海上で発生

した熱帯低気圧である台風は、上空の風に流されて日本に接近・上陸し、風害、水害、高
たか

潮
しお

害、波
は

浪
ろう

害などをもたらします。また、大雨による洪
こう

水
ずい

や浸
しん

水
すい

、土砂崩れ、地すべりな

どを併発することによって、その被
ひ

害
がい

は拡大します。

　台風は、強い風とともに大雨を
伴
ともな

います。大量の降水により河川
が増水し、さらには堤

てい

防
ぼう

が決
けっ

壊
かい

す
ることもあります。大雨、河川の
増水は、住宅の浸水や資材の消失、
農作物の被害をもたらします。さ
らに、土砂崩れや、土石流の発生
などの土砂災害を誘

ゆう

発
はつ

し、被害を
大きくすることがあります。

風害

渋谷区道
どう

玄
げん

坂
ざか

で台風の強風によって倒
たお

れタクシーを直
撃した街路樹
［平成23年（2011）9月の台風第15号］

もし台風や豪
ごう

雨
う

が発生したら

● テレビやラジオで最新の情報を得ましょう。
● 外出を控

ひか

えましょう。
● 浸水前に早めの避難を心

こころ

掛
が

けましょう。

水害と土砂崩れ

中野区の妙
みょう

正
しょう

寺
じ

川
がわ

の氾
はん

濫
らん

［平成17年（2005）9月4日］
三原山斜面で発生した土石流（大島町）

［平成25年（2013）10月の台風第26 号］

12

防災トピック
●	大きな災害となった日本の台風	●

カスリーン台風
［昭和22年（1947）9月 8日〜17日］

　紀
き

伊
い

半島沖
おき

から東海、関東、さらに三陸沖
へ抜けた大型台風です。
　9月 14日から15日にかけて記録的な大
雨が降ったため、埼玉県大

おお

利
と

根
ね

町（現加
か

須
ぞ

市）
の利根川の堤

てい

防
ぼう

が約 350mにわたって決壊
し、関東平野は大洪

こう

水
ずい

に見舞われました。そ
の他に、東京では荒川の桜

さくら

堤
づつみ

が決壊し、葛飾
区の金町、柴

しば

又
また

、江戸川区の小岩などが水
すい

没
ぼつ

しました。この台風による被害は死者・行方
不明者 1,930 人、住宅損

そん

壊
かい

9,298 棟
むね

、住
宅浸

しん

水
すい

384,743棟に上り、戦後間もない日
本に大きな打撃を与えました。

昭和の三大台風
（室
むろ

戸
と

台風・枕
まくら

崎
ざき

台風・伊
い

勢
せ

湾
わん

台風）

　伊勢湾台風［昭和 34年（1959）9月］
は、紀

き

伊
い

半島に 9月 26 日に上陸し、東海
地方を午後 9時頃に直撃した超大型台風で
す。気象庁の観測によると、日本上陸時の最
低気圧は929.2 ヘクトパスカル、最大瞬間
風速 55.3m/ 秒を記録し、死者・行方不明
者は5,098人に上り、室戸台風［昭和9年
（1934）9月］、枕崎台風［昭和20年（1945）
9月］と並んで、昭和の三大台風とも言われ
ています。 室戸台風［大阪市生

いく

野
の

区付近の被害、昭和9年（1934）9月撮影］

関東を直撃したカスリーン台風の天気図
［昭和22年（1947）9月 15日］本

ほん

所
じょ

南割下水付近の避難状況（墨田区）

桜堤（葛飾区金町6丁目）の決壊
［昭和22年（1947）9月 19日撮影］
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　地震を原因とする災害のことを震災と言います。日本の自然災害史上最大の人的被
ひ

害
がい

を

もたらしたのは、大正12年（1923）に発生した関東大震災でした。その72年後の阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大震災、88年後の東日本大震災等、過去の大震災について学び、いずれ来るで

あろう首都直下地震等に備えましょう。

大震災から学ぶ （1）　　　　　　

平成23年（2011）３月11日午後2時46分 18秒発生

　東北地方の太平洋岸を中心に関東圏
けん

にも大
だい

打
だ

撃
げき

を与えたこの地
震は、マグニチュード 9.0 を記録し、千年に一度の巨大地震と言
われています。本震の後、マグニチュード 7 を越える余震が 7 回
も続きました。
　地震直後に発生した津波は、北海道から九州までの全域に及び、
東北地方の太平洋岸では高さ 20 mを越す大津波が襲

おそ

い、沿岸部
に位置する市街地の多くが壊

かい

滅
めつ

的被害を受けました。死者・行方
不明者約 1 万 9 千人のうち約 9 割が津波で亡くなっています。
　福島県双

ふた

葉
ば

郡では、高さ 15 ｍの津波が福島第一原子力発電所
を襲い、原

げん

子
し

炉
ろ

や使用済み核
かく

燃料プールの冷
れい

却
きゃく

機能が失われまし
た。その結果、放射性物質が漏

も

れ出し、住民の強制避
ひ

難
なん

、食料の
放射能汚

お

染
せん

、土
ど

壌
じょう

の放射能汚染など、様々な問題が発生しています。
また、消費者の買い控

びか

えや、旅行者数の減少など放射能関連の風
評被害も起こっており、未だ事態は収拾していません。

被災状況

死者・行方不明 : 18,617人

建 物 全
ぜん

 壊
かい

 : 129,627戸 

建 物 半
はん

 壊
かい

 : 266,440戸 

建 物 焼 失 : 279戸

東日本大震災〈東北地方太平洋沖地震〉

河口に到
とう

達
たつ

した津
つ

波
なみ

（宮城県仙
せん

台
だい

市） 石油施
し

設
せつ

で発生した火災（千葉県市
いち

原
はら

市） 津波で流された飛行機（宮城県名
な

取
とり

市）

警察庁発表：平成 24 年（2012）11 月 21 日現在

平成23年（2011）3月11日　押
お

し寄せる津
つ

波
なみ

（岩手県陸
りく

前
ぜん

高
たか

田
た

市）

14

〜東日本大震災〜　＜東北地方太平洋沖地震＞
復興に向けて〜中学生にできることから〜

　平成24年（2012）8月宮城県石
いしの

巻
まき

市において「石巻市子どもサミット2012」が開かれました。このサミッ
トには市内の20の中学校から生徒会役員40名が参加し、復興に向けて自分たちにできることについて話
し合いました。参加した中学生からは「獅

し

子
し

舞
まい

といった伝統文化を通して地域を元気にする」「仮設住宅周辺
でのごみ拾いをする」などの様々なアイディアが出され「将来を担う世代として今からできることを考えてい
きたい」との意見が表明されました。東京に住む私たちも自分たちにできることから考えてみましょう。

防災トピック

平成24年（2012）8月20日　
「石巻市子どもサミット2012」での様子（宮城県石巻市）

平成23年（2011）4月10日（岩手県大
おお

槌
つち

町）
民宿の上に乗り上げた隣

となり

町
まち

の釜
かま

石
いし

市の観光船「はまゆり」

平成24年（2012）9月3日（岩手県大槌町）
観光船「はまゆり」やがれきは撤

てっ

去
きょ

され、雑草だけが茂っている。

短
歌
に
よ
ま
れ
た
東
日
本
大
震
災

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　岡お

か

野の

弘ひ
ろ

彦ひ
こ

　
　

し
た
た
り
て
青あ
を

海う
な

原ば
ら
に
つ
ら
な
れ
る

　こ
の
列れ
っ

島と
う

を
守ま
も

り
た
ま
へ
な

子こ

も
妻つ
ま

も
帰か
へ

ら
ざ
る
ま
ま
三み

月つ
き

経へ

し

　海う
み
に
む
か
ひ
て

　何な
に

を
祈い
の

ら
む

子こ

も
親お
や

も
い
づ
く
ゆ
き
た
る
。
海う
な

原ば
ら
の
水み
づ

逆さ
か

ま
き
て

　家い
へ

並な
み

を
呑の

む

す
さ
ま
じ
き
地な

震ゐ

ゆ
り
し
の
ち

　み
ち
の
く
の
大お
ほ

海う
な

原ば
ら

に
　凶ま

が
つ
浪な
み

た
つ

（
岡
野
弘
彦
　
歌
集
「
美
し
く
愛か
な

し
き
日
本
」）
か
ら

　
歌
人
釈し
ゃ
く

迢ち
ょ
う

空く
う

（
折お
り

口く
ち

信し
の

夫ぶ

）
の
愛ま
な

弟で

子し

で
あ
る
作
者
が
、
東
日
本
大
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

へ
の
祈
り
と
、
海
に
囲
ま
れ
た
火
山
列
島
日
本
へ
の
限
り
な
い
思
い
を
こ
め
て
詠よ

ん
だ
歌
で
あ
る
。
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大震災から学ぶ （2）

平成7年（1995）1月 17日　午前5時46分発生

　阪神・淡路大震災をもたらした、兵庫県南部地震は、活断層が
引き起こした直下地震です。揺

ゆ

れは、兵庫県南部の神
こう

戸
べ

市、芦
あし

屋
や

市、西
にしのみや

宮市、宝
たから

塚
づか

市、淡路島などで強く、多くの人々が睡眠中で
あった真冬の早朝に発生したため、死因のほとんどが家屋の倒

とう

壊
かい

などによる圧死でした。特に神戸市の市街地の被
ひ

害
がい

は大きく、多
くの火災が同時に発生するとともに鉄道の高

こう

架
か

橋
きょう

や駅、高速道路
やビルなどが崩

くず

れ落ちました。
　また、神戸市の長

なが

田
た

区では、古い木造住宅が密集していたため
次々と火の手が広がり、これに道路の寸断や消火用水が確保でき
ないことも加わって消火活動は困難を要しました。このことから
住民同士による「共助」の重要性がうたわれるようになりました。

阪神・淡路大震災〈兵庫県南部地震〉

平成7年（1995）1月17日　黒煙をあげ燃え上がる神戸

被災状況

死者・行方不明 : 6,437人
  （内、行方不明者3人） 
住 家 全

ぜん

 壊
かい

 : 104,906戸 

住 家 半
はん

 壊
かい

 : 144,274戸 

建 物 焼 失 : 7,574戸
  （半焼・部分焼等含む） 

総務省消防庁　確定報：
平成 18 年（2006）5 月 19 日

（平成13年4月23日　気象庁7.2から7.3と訂
てい

正
せい

）

16

〜阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大震災〜　＜兵庫県南部地震＞

共助の大切さ〜地域で助け合う〜
　阪神・淡路大震災以降、各地において、災害に強いまちづくりが進められました。例えば建物の耐震化や
不燃性の強化、高速道路や鉄道の高架橋の補強などです。また、災害用伝言ダイヤル「171」や緊急地震速
報も一般に普及し、水道水や電気、ガスなどのライフラインの復旧も当時に比べ一段と早くなっています。
しかし、何より大切なのは「地域の安全は地域で守る」という視点です。
　震災後、神戸市を中心に、協働によるまちづくりの気運が高まり、災害時のボランティア活動や自主的な
防災活動の重要性が全国に広がっていきました。

防災トピック

　野島断層は、兵庫県淡路島の旧・北
ほく

淡
だん

町
ちょう

（現・淡路市）の北

端にある江崎灯台付近から南方の富島地区（現・淡路市宮島）

までの約10kmにわたる活断層※です。

　これは、兵庫県南部地震の際に活動した断層の一つで、震源

に最も近いものです。北淡震災記念公園内にある野島断層保存

館には、この断層のうち約140mが展示されています。
※�活断層とは、およそ 180 万年前に繰

く

り返し活動し、今後も活動する可
能性がある断層のことである。地震の規模は断層の長さに関係があり、
長い断層ほど大きな地震をおこすとされている。

保存されている野島断層

野島断層

平成24年（2012）6月10日　神戸市長田区にある阪神・淡路大震災の復興
シンボル「鉄人２８号」の前で岩手県大

おお

船
ふな

渡
と

市の伝統芸能「鹿
しし

踊
おどり

」を披
ひ

露
ろう

す
る人々

平成7年（1995）1月18日　
火災でくすぶり続ける神戸市長田区

平成10年（1998）12月20日　地域の人々との触
ふ

れ合い〜
神戸市長田区の大国公園でのもちつき　

3.11を忘れない
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大正12年（1923）９月1日午前11時 58分 32秒発生

　関東大震災の被
ひ

害
がい

は東京や神奈川を中心に南関東一帯に及びま
した。東京で一番揺

ゆ

れが激しかったのは現在の墨田区や江東区一
帯で、家屋の２〜３割が壊

こわ

れたと言われています。また、発生時が
ちょうど昼頃

ごろ

で、火を使っていた家庭が多かったため、多くの家々
から出火しました。当日、関東地方には能

の

登
と

半島付近にあった台風
の影響で強風が吹

ふ

いていたため、火はまたたく間に広がり、下町の
大半が消失する大火となってしまいました。当時の東京市街地の 4
割が火災によって被害を受けたと言われています。死者・行方不明
者約 11 万人のうち 87.1％が火災で亡くなっています。

関東大震災〈関東地震〉

日本橋より魚
うお

河
が

岸
し

及
および

三
みつ

越
こし

呉
ご

服
ふく

店
てん

附
ふ

近
きん

延
えん

焼
しょう

［台東区立下
した

町
まち

風
ふう

俗
ぞく

資
し

料
りょう

館
かん

所蔵］

帝
てい

都
と

大震災火災系統地図［台東区立下町風俗資料館所蔵］
田
た

端
ばた

駅
えき

（北区）の被
ひ

災
さい

者
しゃ

［東京都震災復興記念館所蔵］
当日大阪で発行された号外

（大阪朝日新聞）

大震災から学ぶ （3）

被災状況

死者・行方不明 : 105,000人余り 

住 家 全
ぜん

 壊
かい

: 109,000戸余り 

住 家 半
はん

 壊
かい

: 102,000戸余り 

住 家 焼 失: 212,000戸余り

理科年表　平成24年（平成23年11月）
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防災トピック

〜関東大震災	〜　〈関東地震〉

　私の家は、母
おもや

屋も二階の方も共に東へ倒れてゐ
（い）

た。私方の上
かみ

隣
どな

りの、長
は

谷
せ

川
がわ

揆
き

一
いち

家もつぶれて、数多い植木だけが見えた。道

路のつき当たりの宗
そ

我
が

神社の拝
はい

殿
でん

だけがつんのめるように崩
くず

れ、

うしろの小さい本殿だけ立ってゐ
（い）

た。神
かぐ ら

楽殿
でん

もつぶれた。空
から

薬
や

罐
かん

をぶらさげた細
さい

君
くん

の家をふくめて、向う三
さん

軒
げん

に当る農家もす

べてつぶれた。見える家で無事なのは一
いっ

軒
けん

もなかった。
（�尾

お

崎
ざき

一
かず

雄
お

『あの日この日』（一）「23関東大震災、その被害状況（大正12年）」

講談社文庫から）

　当時、早稲田大学の学生で

あった尾崎一雄［明治 32 年

（1899）—昭和 58 年（1983） 

芥
あくた

川
がわ

賞作家］は、夏休みで帰

省していた神奈川県小田原市

で被災している。後年、その

時の被害状況や人々の様子を、

随
ずい

筆
ひつ

『あの日この日』に詳
しょう

細
さい

に記している。

『あの日この日』

震災の被害

往
おう

時
じ

の姿をしのばせる錦
にしき

絵に描
かれた凌雲閣

［東京都江戸東京博物館所蔵］

崩壊した浅草凌雲閣［台東区立下町風俗資料館］

■凌
りょう

雲
うん

閣
かく

（浅草十二階）の半壊
　今の台東区浅草にあった凌雲閣は、明治 23 年（1890）に建てられた 12 階
建ての赤煉

れん

瓦
が

造りの八角形の塔
とう

で、「浅草十二階」とも呼ばれました。高層ビル
の先

さき

駆
が

けであり、日本で初めてエレベーターが設置されたことでも知られていま
す。
　凌雲閣は、当時の観光名所として知られ、江

え

戸
ど

川
がわ

乱
らん

歩
ぽ

（推理小説家。名探
たん

偵
てい

明
あけ

智
ち

小
こ

五
ご

郎
ろう

と小林少年を団長とする少年探偵団が怪
かい

人
じん

二十面相と対
たい

峙
じ

する「少年探
偵団シリーズ」が有名）の小説『押

おし

絵
え

と旅する男』の舞
ぶ

台
たい

にもなっています。
　しかし、大正 12 年（1923）9 月
1 日に発生した関東大震災で、建物の
8 階以上の部分が崩

ほう

壊
かい

し、その後、爆
ばく

破
は

により解体されました。

尋
たず

ね人の貼
は

り紙（東京駅交番前）  街のあちこちに、関東大震災で行方不明となっ
た家族・友人を探す貼り紙が貼られました。 ［東京都震災復興記念館所蔵］

3.11を忘れない
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東京市黒
くろ

門
もん

尋
じん

常
じょう

小学校（台東区）［台東区立下町風俗資料館所蔵］

復興に向けて〜行政機関による「公助」〜
　関東大震災発生の翌日〔大正 12 年（1923）9 月 2 日〕に内務大臣になった後

ご

藤
とう

新
しん

平
ぺい

は、9 月 6 日に
「帝

てい

都
と

復興ノ議」を閣議に提出しました。さらに、9 月 27 日には帝都復興院が設置され、その総
そうさい

裁を兼
けん

務
む

することとなった彼は、江戸時代以来と言われる東京の復興計画を提案しました。具体的には、道路や公園、
橋などの整備と大規模な区画整理の実施です。
　財

ざい

源
げん

不足で計画はかなり縮小されましたが、その際に整備されたものには、昭和通りや大正通り（現靖
やす

国
くに

通り）などの復興道路、復興区画、復興公園、聖
ひじり

橋
ばし

や永
えい

代
たい

橋
ばし

などの復興橋、耐震耐火構造となった復興小学
校などがあります。
　なお、関東大震災が起こった９月１日は、昭和 35 年（1960）に「防災の日」と定められ、この日を含
む防災週間には、全国各地で防災訓練が行われるようになりました。

隅
すみ

田
だ

公園付近（墨田区）［台東区立下
した

町
まち

風
ふう

俗
ぞく

資
し

料
りょう

館
かん

所蔵］

昭和 5 年（1930）に開催された『帝都復興展覧会』に出品され
た八

や

重
え

洲
す

橋
ばし

付近（東京駅前）の模型［東京都震災復興記念館所蔵］
復興した九

く

段
だん

坂
ざか

（千代田区）［東京都震災復興記念館所蔵］

復興区画

復興小学校復興公園

復興道路

　関東大震災で東京は焼け野原となりました。壊
かい

滅
めつ

的
てき

な被
ひ

害
がい

を受けた東京は、どのように

復興したのでしょうか。

大震災から学ぶ （4）
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復興した東京の街並み
　約6年半をかけて進められた復興事業によって東京は近代都市へと生まれ変わり、昭和5年（1930）には
帝都復興祭が行われました。

震災直後 10年後

大正12年（1923）9月　
焼け落ちた電線がぶら下がる銀座4丁目（中央区）

昭和8年（1933）9月　すっかり復興した銀座4丁目

銀　座

関東大震災とその後の復興

21

大正12年（1923）9月　焼け落ちた吾
あ

妻
づま

橋
ばし

震災直後 7年後

昭和5年（1930）12月 21日　吾妻橋開通式の様子

浅　草

震災直後 8年後

大正12年（1923）9月　焼失した上野駅 昭和6年（1931）11月 29日　完成間近の上野駅

上　野



防災トピック

　長い歴史を振り返ると、日本人は、多くの自然災害に立ち向かってきたことが分かりま

す。そして、その中で得た知識や教訓を後世の私たちに、数多く残してくれています。

　私たちもこうした先人の教えを調べ、それにまつわる史
し

跡
せき

等を訪れてみましょう。

�　「今回の震災では、あまりの揺れの大きさから、平安時代の貞
じょう�がん

観地
震※とその後に発生した津波を連想し、すぐに家族全員を日

ひより

和山
やま
※に

避難させた人がいます。歴史的事実を見事に生かした事例です。今
回の大震災をどのように把

は

握
あく

して、次に生かし、いかに未来につな
げるか。これが生き残った者の責務であると考えています。」
　　　　　　　　　　　　　�（石

いしの

巻
まき

市教育委員会　元教育長　阿部和夫氏の講演より）

※�貞観地震　貞観11年（869）に発生したマグニチュード8.3 の大地震

※�日和山　宮城県石巻市の中心部。旧北上川河口に位置する高さ56メートルの丘
きゅう

陵
りょう

地
ち

。石巻市を一望できる。

「歴史」に学び、「震災」を後の世に生かす

昭和三
さん

陸
りく

津
つ

波
なみ

の碑 :昭和8年
（1933）「地震があったら津波
の用心」石巻市北上地区白浜
海水浴場付近に建つ

大
おお

地
じ

震
し ん

にまつわるもの

東京都慰霊堂

先人が伝える防災の教え 

■ 関東大震災記念塔
とう

　　	所在地：中央区銀座４－１－2
　　（数寄屋橋交番裏）

■ 震
しん

災
さい

避
ひ

難
なん

記
き

念
ねん

碑
ひ

　
　　所在地：中央区日本橋浜町
　　　　　　２－５７先
　　（隅

すみ

田
だ

川
がわ

新大橋北西隅）

■ 東京都立横
よこ

網
あみ

町
ちょう

公園
　 （東京都慰

い

霊
れい

堂・復興記念館）
　　所在地：墨田区横網２－３－25

　関東大震火災から 10年後の昭和８年
（1933）９月１日に「平和の神」を象徴し
た銅像が建てられました。台座正面には、長
くこの日をしのび二度と惨

さん

害
がい

をくりかえさぬ
ようにと、「不意の地震に不断の用意」と表
示されています。

　関東大震災では火災により各所
の橋が焼け落ち、多くの犠

ぎ

牲
せい

者
しゃ

を
出しました。しかし、新大橋だ
けは火災からまぬがれ、逃げ惑

まど

う
人々の生命を救い、避難橋として
の大きな役割を果たしました。
　そのため、
新大橋は多
くの人々から
「人助け橋」
と呼ばれるよ
うになりまし
た。

　関東大震災では、台風の影響もあり大火が発生しました。当
時整備中であった現在の横網町公園には火の手を逃れ多くの
人々が避難していました。し
かし、持ち込まれた家財道具
への飛び火や、風速17メー
トルの強風により、この一帯
はたちまち燃え広がり、多く
の焼死者が出ました。
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防災トピック

　　　　　　風水害にまつわるもの

�　安
あんせい

政元年（1854）12月 24日午後 4時、安政南
海地震が広

ひろ

村
むら

（現在の和歌山県広
ひろかわ

川町）を襲
おそ

い、その
後、大津

つ

波
なみ

が押し寄せてきました。濱
はまぐち

口梧
ごりょう

陵は、「逃げ
ろ。丘

おか

に上がれ。」と必死で村人を避難させるとともに、
暗
くらやみ

闇の中で逃げ場を失っている村人を助けるため、収
しゅうかく

穫
して積み上げていた「稲むら（稲

いなたば

束を積み重ねたもの）」
に火をつけてまわりました。この火を目印に、逃げ遅れ
た人々は丘に上り、安全に避難することができました。
　さらに梧陵は百年後に再来するであろう津波に備え、
巨額の私財を投じ、高さ5m、長さ約600mの広村堤

ていぼう

防
（防波堤）を築きました。安政南海地震から92年後、昭
和21年（1946）、南海地震が発生し、高さ4〜5mの
津波が広村を襲いましたが、広村堤防が村の大部分を守っ
たのでした。

（「稲むらの火の館」ホームページから作成）

濱口梧陵　
（1820〜 1885）

避難の目印になった
稲むらの火

和歌山県有
あり

田
だ

郡広川町広村堤防

『稲
いな

むらの火』

平久橋のたもとの波除碑

■ 波
なみ

除
よけ

碑
のひ

　
　　所在地：江東区木場6－13－ 13（平

へい

久
きゅう

橋
ばし

のたもと）
■ 大田区立東

ひがし

糀
こうじ

谷
や

　 防災公園
　 「潮

ちょう

位
い

計」
　　所在地：大田区東糀谷
　　　　　　４－５－1

　寛政3年（1791）9月 4日、深
ふか

川
がわ

洲
す

崎
ざき

一帯に襲
しゅう

来
らい

し
た高

たか

潮
しお

により、家屋がことごとく流され多数の死者、行
方不明者が出ました。
　当時の幕府はこの災害
を重く見て、洲崎弁天社
から西のあたり一帯の東
西 285 間、南北 30 余
間、総坪数5,467坪（約
1万8000㎡）を買い上
げて空き地とし、これよ
り海側に人が住むことを
禁じ、東北地点（洲崎神
社）と西南地点（平久橋
のたもと）に波除碑を建
てました。

　東糀谷防災公園は避難
者を受け入れる防災機能
をもった公園です。園内
には、東糀谷地区に流れ
る呑

のみかわ

川の防潮堤の高さと、
過去に大型台風が来襲し
た際の潮

しお

の高さを表した
「潮位計」が設置されてい
ます。
※潮位
潮の干満により変化する海
面の高さのこと

3.11を忘れない
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【
大
意
】
　
ま
た
、
同
じ
頃こ
ろ

で
あ
っ
た
か
、
と
ん
で
も
な
い

大
地
震
が
襲お
そ

っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
様
子
と
い
っ
た
ら
、
尋じ
ん
じ
ょ
う常で
は
な
か
っ
た
。
山
は
崩く
ず

れ
て
河
川
を
埋う

め
、
海
で
は
津
波
が
押
し
寄
せ
て
陸
地
を

水み
ず
び
た浸
し
に
し
た
。
大
地
は
割
れ
て
水
が
吹
き
出
し
、
大
き
な

岩
は
割
れ
て
谷
間
に
転
げ
落
ち
る
。
波
打
ち
際
を
漕
ぎ
行

く
船
は
、
波
に
さ
ら
わ
れ
、
道
行
く
馬
は
、
足
元
が
定
ま
ら

な
い
。
（
略
）
地
面
が
大
き
く
揺
れ
、
家
が
壊こ
わ

れ
る
音
は
、

雷ら
い
め
い鳴

と
そ
っ
く
り
で
あ
る
。
家
の
中
に
い
れ
ば
、
た
ち
ま
ち

押お

し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
る
。
外
に
走
っ
て
飛
び
出
せ
ば
、

地
面
は
ひ
び
割
れ
て
し
ま
う
。
人
は
羽
が
な
い
の
で
、
空
を

飛
ぶ
こ
と
も
で
き
な
い
。
も
し
竜り
ゅ
うで

あ
っ
た
な
ら
ば
、
雲
に

で
も
飛
び
乗
ろ
う
も
の
を
。

　
こ
の
世
の
中
の
恐
ろ
し
い
こ
と
の
中
で
、
最
も
恐
ろ
し
い

の
は
、
や
は
り
地
震
で
あ
る
と
思
っ
た
よ
。

【
大
意
】
　
旧き
ゅ
う
れ
き暦

七
月
九
日
（
新
暦
八
月
十
三
日
）
の
正
午

頃
、
大
地
が
非
常
に
強
く
揺ゆ

れ
動
い
て
し
ば
ら
く
収
ま
ら
な
か
っ

た
。（
略
）
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
崩
れ
落
ち
る
音
は
、
ま
る
で
雷
鳴

の
よ
う
で
、
舞
い
上
が
る
塵ち
り

は
、
煙
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
の
粉

じ
ん
で
空
は
真
っ
暗
に
な
り
、
太
陽
の
光
も
見
え
な
い
。
老
い
も

若
き
も
た
だ
た
だ
驚
き
、
朝
ち
ょ
う
て
い廷に
仕
え
る
人
々
も
庶し
ょ
み
ん民
も
放
心
し

て
い
る
。（
略
）
大
地
は
ひ
び
割
れ
、
水
が
涌わ

き
出い

で
、
岩
が
わ
れ

て
谷
に
落
ち
て
い
く
。
山
が
崩
れ
て
河
を
埋
め
、
海
が
漂
た
だ
よっ

て
浜

を
浸ひ
た

す
。
汀
を
漕こ

ぐ
船
は
波
に
揺
ら
れ
、
陸
を
行
く
馬
は
ど
う
足

を
踏
ん
で
よ
い
か
足
場
を
定
め
か
ね
た
。
水
が
増
し
洪
水
と
な
っ

て
押
し
寄
せ
て
き
た
な
ら
、
丘
に
登
っ
た
と
し
て
も
ど
う
し
て
助

か
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
猛も
う
か火

が
迫せ
ま

っ
て
き
た
な
ら
ば
、
河
を
隔へ
だ

て
て
い
る
と
し
て
も
助
か
る
は
ず
も
な
い
。
全
く
恐
ろ
し
く
て
た

ま
ら
な
い
の
は
大
地
震
で
あ
る
。
人
は
鳥
で
は
な
い
の
で
、
空
に

羽
ば
た
く
わ
け
に
も
い
か
ず
、
ま
た
、
竜
で
も
な
い
の
で
、
雲
に

も
ま
た
登
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
白し
ら
か
わ河
、
六ろ
く

波は

ら羅
な
ど
、
京
都
中

で
、
一
体
何
人
の
人
が
亡な

く
な
っ
た
の
か
分
か
ら
な
い
。

※
清
原
元
輔

	

『
枕
草
子
』の
筆
者
、
清せ
い
し
ょ
う
な
ご
ん

少
納
言
の
父
。
三
十
六
歌か

仙せ
ん

の
一
人
。

	

祖
父
の
清き
よ
は
ら
の
ふ
か
や
ぶ

原
深
養
父
、
娘
の
清
少
納
言
の
歌
も
『
小
倉
百
人
一

首
』
に
選
ば
れ
て
い
る
。

末の松山　（提供：宮城県観光課）

【
解
説
】
心
変
わ
り
し
た
恋
人
を
な
じ
る
歌
で
あ
る
。

　
本ほ
ん

歌か

取
り
（
既す
で

に
詠よ

ま
れ
た
歌
を
い
ろ
い
ろ
な
形
で
取
り

入
れ
て
新
た
な
歌
を
作
る
表
現
方
法
）
に
よ
る
歌
で
、
本
歌

は
、
「
き
み
を
お
き
て
　
あ
だ
し
心
を
わ
が
持
た
ば
末
の
松

山
　
浪
も
こ
え
な
ん
（
あ
な
た
を
さ
し
お
い
て
、
誰だ
れ

か
に
私

が
浮う
わ

気き

心
を
も
っ
た
な
ら
、
決
し
て
越
え
る
は
ず
の
な
い
末

の
松
山
を
波
も
越
え
る
だ
ろ
う
。
絶
対
に
心
変
わ
り
を
す

る
こ
と
は
な
い
か
ら
。）」
で
、
も
と
も
と
は
、『
古こ

今き
ん

和わ

歌か

集し
ゅ
う』

の
東
あ
ず
ま

歌う
た

、
す
な
わ
ち
、
東
国
地
方
の
歌か
よ
う謡

で
あ
る
。

　
「
末
の
松
山
」
は
、
宮
城
県
多た

が賀
城じ
ょ
う

付
近
に
あ
る
歌う
た
ま
く
ら枕の

地
で
あ
る
。
貞
じ
ょ
う
が
ん観
十
一
年
（
八
六
九
）
、
三
陸
沿
岸
を
襲
っ

た
貞
観
地
震
で
も
、
大
き
な
津
波
は
、
末
の
松
山
を
越
え
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、「
末
の
松
山
　
波
こ
さ
じ
と
は
」
は
、

「
絶
対
に
起
こ
り
得
な
い
こ
と
」
の
例
え
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
る
。

　
今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
も
、
「
末
の
松
山
」
の
す
ぐ
近

く
ま
で
津つ

波な
み

が
押
し
寄
せ
た
が
、
つ
い
に
、
大
き
な
波
が

「
末
の
松
山
」
を
越
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
記
述
か
ら
、
地
震
に
対
す
る
作
者
の
思
い
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
箇か

所し
ょ

を
見
付
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

　鴨
長
明
は
、
『
方
丈
記
』
の
「
大
地
震
」
の
最
後
を
次
の
よ
う
に
締
め
く
く
っ
て
い
ま
す
。
「
月
日
か
さ
な
り
、
年と

し
へ経

に
し
の
ち
は
、
こ
と
ば
に
か
け
て
言
ひ（
い
）

出
づ（

ず
）る

人
だ
に
な
し
。
（
年
月
が
経た

っ
て
く
る
と
、
こ
の
よ
う
な
災
害
に
つ
い

て
話
題
に
す
る
人
も
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
）
」
と
。

　こ
の
一
節
を
引
用
し
て
、
地
震
に
つ
い
て
の
あ
な
た
の
考
え
を
二
百
字
程
度
で
書
い
て
み
ま
し
よ
う
。

く
。
翼は

ね

な
け
れ
ば
空そ

ら

を
も
飛と

ぶ
べ
か
ら
ず
。

龍り
ゅ
うな

ら
ば
や
雲
に
も
乗の

ら
む（

ん
）

。
恐を

そ

れ
の
な
か

に
恐を

そ

る
べ
か
り
け
る
は
、
只た

だ

地な

ゐ震
な
り
け
り

と
こ
そ
覚
え
侍は

べ
りし
か
。

河
を
へ
だ
て
て
も
、
し
ば
し
も
さ
ん
ぬ
べ
し
。

た
ゞ
か
な
し
か
り
け
る
は
大だ

い

地ぢ

振し
ん

也な
り

。
鳥
に
あ

ら
ざ
れ
ば
、
空
を
も
か
け
り
が
た
く
、
竜り

よ
うに

あ

ら
ざ
れ
ば
、
雲
に
も
又
の
ぼ
り
が
た
し
。
白
河
・

六
波
羅
・
京
中ぢ

ゆ
うに
う
ち
う
づ（

ず
）ま
れ
て
、
死
ぬ
る
も

の
、い
く
ら
と
い
ふ（

う
）数

を
知し

ら
ず
。

（
お
）

（
お
）

（
い
）

（
じ
）

（
じ
）
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七
月
九
日
の
午う

ま
の
こ
く刻

ば
か
り
に
、
大だ

い

地ぢ

お
び

た
ゝ
し
く
う
ご
い
て
良や

や

久
し
。（
略
）
く
づ（

ず
）る

ゝ

音
は
い
か
づ

（
ず
）

ち
の
ご
と
く
、
あ
が
る
塵ち

り
は
、
煙
の

ご
と
し
。
天て

ん

暗く
ら

う
し
て
、
日
の
光
も
見
え
ず
。
老

少
と
も
に
魂
を
消け

し
、
朝て

う

衆し
ゆ
う

悉こ
と
ご
とく

心
を
尽つ

く

す
。

（
略
）
大だ

い

地ぢ

さ
け
て
水
わ
き
出い

で
、
盤ば

ん

石じ
ゃ
くわ

れ
て

谷
へ
ま
ろ
ぶ
。
山
く
づ（

ず
）れ

て
河
を
う
づ（

ず
）み

、
海

た
ゞ
よ
ひ（

い
）て

浜
を
ひ
た
す
。
汀な

ぎ
さこ

ぐ
船
は
な
み
に

ゆ
ら
れ
、
陸く

が
ゆ
く
駒こ

ま
は
足
の
た
て
ど
を
失

う
し
な

へ（
え
）り

。

洪こ
う

水ず
い

み
な
ぎ
り
来き

た

ら
ば
、
岳を

か
に
の
ぼ
っ
て
も
、
な

ど
か
た
す
か
ら
ざ
ら
む（

ん
）。

猛み
や
う
く
わ火も

え
来き

た

ら
ば
、

　
古
来
、
多
く
の
地
震
に
見
舞
わ
れ
て
き
た
我
が
国
で
は
、
古
典
文
学
の
中
に
も
、
大
地
震
に
関
わ
る
記
述
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
科
学
が
発
達
し
て
い
な

か
っ
た
時
代
、
昔
の
人
々
は
、
今
の
私
た
ち
以
上
に
、
天
変
地
異
に
対
し
て
畏い

ふ怖
の
念
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
平
家
一
門
が
壇だ
ん
の
う
ら

ノ
浦
の
戦
い
で
滅ほ

ろ

び
、
世
も
鎮し

ず

ま
る
か
に
思
え
た
元げ

ん

暦
り
ゃ
く

二
年
（
一
一
八
五
）
、
琵び

わ琶

湖
の
南
部
か
ら
京
都
に
大
災
害
を
も
た
ら
し
た
元
暦
地
震
が
起
こ
り
ま
し
た
。
鎌
倉
時
代
に
書
か
れ
た

『
方ほ
う
じ
ょ
う
き

丈
記
』
や
『
平
家
物
語
』
に
は
、
こ
の
大
地
震
の
状

じ
ょ
う
き
ょ
う

況
が
詳く

わ

し
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
、
こ
の
大
地
震
の
様
子
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
か
、
比
較
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
鎌
倉
時
代
、
藤ふ

じ

原
わ
ら
の

定さ
だ
い
え家

が
、
京
都
の
奥お

く
嵯さ

が峨
の
小お

ぐ
ら倉

山
の
山
荘
で
選
ん
だ
と
言
わ
れ
る
『
小
倉
百
人
一
首
』

の
中
に
も
、
過
去
の
大
地
震
を
例
え
と
し
て
用
い
た
歌

が
あ
り
ま
す
。

契ち
ぎ

り
き
な
　
か
た
み
に
袖そ
で

を
し
ぼ
り
つ
ゝ

末す
ゑ

の
松ま
つ
や
ま山

　
波な
み

こ
さ
じ
と
は

清き
よ�

原は
ら
の�

元も
と�

輔す
け��

【
歌
意
】
（
二
人
で
固
く
）
約
束
し
ま
し
た
よ
ね
。

　
お
互
い
に
涙
を
流
し
な
が
ら
、
末
の
松
山
を
波
が
越
す
こ

と
が
な
い
よ
う
に
、
決
し
て
心
変
わ
り
は
し
ま
い
と
ね
え
。

	
大を

ほ
な
ゐ

地
震

　
又
、
同を

な

じ
こ
ろ
か
と
よ
。
を（

お
）

び
た
ゝ
し
く

大を
ほ
な
ゐ

地
震
振ふ

る
こ
と
侍は

べ
り

き
。
そ
の
さ
ま
世よ

の
常つ

ね

な
ら
ず
。
山
は
く
づ（

ず
）れ

て
河
を
う
づ（

ず
）み

、
海

は
か
た
ぶ
き
て
陸ろ

く
ぢ地

を
ひ
た
せ
り
。
土
さ
け

て
水
湧わ

き
出い

で
、
巌い

わ
を

わ
れ
て
谷
に
ま
ろ
び
入い

る
。
な
ぎ
さ
漕こ

ぐ
船
は
波
に
た
ゞ
よ
ひ（

い
）

、
道

ゆ
く
馬
は
足あ

し

の
立た

ち
処ど

を
ま
ど
わ
す
。（
略
）	

地ぢ

の
う
ご
き
家
の
や
ぶ
る
ゝ
音を

と

、
雷

い
か
づ
ちに

こ
と

な
ら
ず
。
家
の
内
に
居を

れ
ば
、
忽

た
ち
ま
ちに

拉ひ
し

げ

な
ん
と
す
。
は
し
り
出い

づ（
ず
）れ

ば
、
地ぢ

破わ

れ
裂さ

古
典
文
学
に
見
る
地じ

震し

ん

『
小
倉
百
人
一
首
』

『
方
丈
記
』
　
　
　
　
　鴨か

も
の

長ち
ょ
う
め
い明

『
平
家
物
語
』巻ま

き
の

十
二「
大だ

い

地ぢ

震し
ん

」

（
い
）

（
え
）

（
い
）

（
お
）（

お
）

（
じ
）

（
お
）

（
ず
）

（
お	
お
）

（
お	

お
）

（
お
）（

よ
）（
か
）

（
ろ
）

こ
こ
の
か

　
　
の
ひ

（
ち
ょ
う
し
ゅ
う
）

（
じ
）
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想
定

震　　　源
規　　　模
震源の深さ
気象条件等

東京湾北部
マグニチュード（以下、「M」と表記する。）7.3
約20 〜 35km
冬の夕方 6 時、風速 8 m/ 秒

東京湾北部地震（最も被害想定が大きい場合）

東京湾北部地震M7.3 震度分布

●東京湾北部地震では震度７の地 
　域が発生するとともに、区部の 
　約７割が震度６強の地域となる。
●死者が最大で、約 9,700 人発 
　生すると想定されている。
●木造住宅密集地域における火災
　延焼被害では、焼失棟

むね

数
かず

約 20 
　万棟

とう

、4,000 人の死者が想定 
　される。
●震度 6 強で建物倒

とう

壊
かい

が生じる地 
　域では、区部西部から東部の木 
　造住宅密集地域にかけて、細街 
　路の閉

へい

塞
そく

が想定される。
●停電率は全体で17.6％である 
　が、区部では 24.9％となる。
●断水が 34.5％のほか通信やガ 
　スなどのライフラインに被害が 
　発生する。

人
的
被
害

原
因
別

　死者 9,641 人

　揺
ゆ

れ 5,378 人

　火災 4,081 人

原
因
別

　負傷者

　（うち重傷者）

147,611

（21,893）
人

　揺れ 125,964 人

　火災 17,709 人

物
的
被
害

原
因
別

　建物被害 304,300 棟

　揺れ 116,224 棟

　火災 201,249 棟

避
ひ

難
なん

者の発生
（ピーク：1日後）

3,385,489 人

エレベーターの停止 7,473 台

上水道 34.5 ％

固定電話不通率 7.6 ％

停電率 17.6 ％

帰宅困難者 5,166,126 人

東京都の新たな被害想定（1）
　平成 24 年 4 月、東京都は東日
本大震災を踏まえ、首都直下地震
など東京を襲

おそ

う大規模地震に対し
て、より確かな備えを講じていく
ため、これまでの被害想定を見直
しました。

首都直下地震等の脅
きょう

威
い

（1）
平成24年、東日本大地震を踏

ふ

まえて東京都が見直した「首都直下地震等による

３
・
11
を
忘
れ
な
い
　

第
二
章
　大
災
害
へ
の
準
備
と
対
策
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想
定

震　　　源
規　　　模
震源の深さ
気象条件等

東京都多摩地域
M 7.3
約20 〜 35km
冬の夕方 6 時、風速 8 m/ 秒

多摩直下地震（最も被害想定が大きい場合） 

人
的
被
害

原
因
別

　死者 4,732 人

　揺れ 3,220 人

　火災 1,302 人

原
因
別

　負傷者

　（うち重傷者）

101,102

（10,902）
人

　揺れ 92,831 人

　火災 4,614 人

物
的
被
害

原
因
別

　建物被害 139,436 棟

　揺れ 75,668 棟

　火災 65,770 棟
避難者の発生

（ピーク：1日後） 2,756,681 人

エレベーターの停止 5,130 台

上水道 36.9 ％

固定電話不通率 2.0 ％

停電率 8.8 ％

帰宅困難者 5,166,126 人

多摩直下地震 M7.3 震度分布

●多摩直下地震では、震度７の地域が一部
　で発生するとともに、多摩の約 4 割が震
　度 6 強の地域となる。
●震度 6 強の地域が市部を中心に分布して
　おり、約 4,700 人が死亡と想定されて
　いる。
●震度 6 強で建物全

ぜん

壊
かい

が生じる地域では、 
　区部西部から市部全域の市街地にかけて
　細街路の閉塞が想定される。
●停電率は全体で 8.8％だが、小平市など
　3 区 7 市では 15％以上が停電する。
●断水が 36.9％で発生するほか通信やガス
　などのライフラインに被害が発生する。
●エレベーターの停止台数は、区部を中心 
　に約 5,100 台発生する。

東京湾北部地震と多摩直下地震の被
ひ

害
がい

想定

東京の被害想定」を見てみましょう

東京都の新たな被害想定（2）
◆客観的なデータや科学的な裏付けに基づ 
　き、より実態に即した被害想定へと全面的 
　に見直し（地震モデル、火災の想定方法の
　改良）
◆フィリピン海プレート上面の深さが従来の 
　想定より浅いという最新の知見を反映
◆津波による被害想定を実施

再検証

追加

追加

〔首都直下地震〕 東京湾北部地震（M7.3）
多摩直下地震　　（M7.3）

〔海溝型地震〕 元禄型関東地震（M8.2）

〔活断層で発生
  する地震〕

立川断層帯地震（M7.4）

3.11を忘れない
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首都直下地震等の脅
きょう

威
い

（2）　
〔海

かい

溝
こう

型地震〕元禄型関東地震（最も被害想定が大きい場合） 

元禄型関東地震 M8.2 震度分布

人
的
被
害

原
因
別

　死者 5,875 人

　揺
ゆ

れ 3,330 人

　火災 2,355 人

原
因
別

　負傷者

　（うち重傷者）

108,341

（12,946）
人

　揺れ 95,256 人

　火災 9,811 人

物
的
被
害

原
因
別

　建物被害 184,794 棟
とう

　揺れ 76,465 棟

　火災 114,534 棟

避
ひ

難
なん

者の発生
（ピーク：1日後）

3,200,981 人

エレベーターの停止 5,991 台

上水道 45.2 ％

固定電話不通率 6.1 ％

停電率 11.8 ％

帰宅困難者 5,166,126 人

●過去の記録等で都内に最も大きな津
つ

波
なみ

を
　もたらしたとされる元禄 16 年（1703）
　元禄地震をモデルとして検証している。
●都の南東部の人口密度が高い地域で、震
　度 6 強以上、場所により震度 7 の強い地
　震動の発生が想定されている。
●死者が最大で約 5,900 人と東京湾北部地
　震に次ぐ被害が想定される。
●東京都の南側の地震動が大きいため、品
　川区、大田区を中心に液状化危険度が高
　くなっている。
●東京湾沿岸部の津波高は満潮時で最大 
　T.P.2.61m（品川区）であると予測される。
　（地

じ

盤
ばん

沈
ちん

下
か

を含む）　＊T.P.＝東京湾平均海面 

●河川及び海岸の堤
てい

防
ぼう

を越えるような津波
　高は想定されない。

想
定

震　　　源
規　　　模
震源の深さ
気象条件等

神奈川県西部
マグニチュード（以下、「M」と表記する。）8.2
約0 〜 30km
冬の夕方 6 時、風速 8 m/ 秒

最大津波高及び最大津波浸
しん

水
すい

の分布（水門閉
へい

鎖
さ

の場合）

元禄型関東地震（M8.2）〔行谷ほか（2011）〕モデル

中央区最大津波高
2.51m 江東区最大津波高

2.55m
江戸川区最大津波高

2.11m

東京湾埋立地最大津波高
2.06m品川区最大津波高

2.61m

大田区最大津波高
2.27m

港区最大津波高
2.47m
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元
げん

禄
ろく

型関東地震と立川断層帯地震の被
ひ

害
がい

想定

〔活断層で発生する地震〕立川断層帯地震（最も被害想定が大きい場合） 

立川断層帯地震 M7.4 震度分布

人
的
被
害

原
因
別

　死者 2,582 人

　揺れ 1,417 人

　火災 1,056 人

原
因
別

　負傷者

　（うち重傷者）

31,690

（4,668）
人

　揺れ 26,183 人

　火災 3,922 人

物
的
被
害

原
因
別

　建物被害 85,735 棟

　揺れ 35,407 棟

　火災 53,302 棟
避難者の発生

（ピーク：1日後） 1,007,138 人

エレベーターの停止 2,308 台

上水道 13.3 ％

固定電話不通率 1.4 ％

停電率 4.0 ％

帰宅困難者 5,166,126 人

●立川断層帯地震は、地下の浅い部分で発 
　生する地震の検証である。
●立川断層帯地震では、被害が発生する震
　度 6 弱以上の地域が、概

おおむ

ね市部のみに限 
　定されている。
●震度 7 の領

りょう

域
いき

は、四つの地震の中で最大
　面積であるが、人口密集地域における震
　度 6 以上の面積は比較的少ない。
●死者数は、四つの地震の中で最小の約 
　2,600 人と想定される。
●直下地震のため区部の低地部の地震動が 
　小さく、ほとんど液状化は発生しない。
　しかし、多摩市、八王子市の多摩川また 
　はその支流の河川沿いに液状化危険度が 
　高い地域が若干分布している。
●震度 6 強で建物全

ぜん

壊
かい

が生じる地域では、 
　市部北部を中心に細街路の閉

へい

塞
そく

が想定さ 
　れる。

想
定

震　　　源
規　　　模
震源の深さ
気象条件等

東京都多摩地域
M 7.4
約2 〜 20km
冬の夕方 6 時、風速 8 m/ 秒

首都直下地震が発生する可能性
　関東地方では、これまで 200 年から 300
年の間

かん

隔
かく

で M8 前後の大地震が起こっていま
す。また、その前後には M7クラスの直下地震
が発生しています。そのため、文部科学省地
震調査研究推進本部では、今後 30 年の間に
M7 クラスの首都直下地震がおよそ 70% の
確率で発生すると予測しています。

29



大地震発生時の行動を考えておこう
　大地震が発生した場合には、慌

あわ

てず、避
ひなん

難訓練を思い出して速やかに行動することが大

切です。また日頃から、大地震に遭
あ

った場合を想定しておくと、いざというとき落ち着い

て行動することができます。いろいろな地震発生場面を想定し、友達や家族と相談しなが

らどのように行動すればよいか考えておきましょう。

学校内で地震が発生した場合、どのように行動しますか？

 外出中に地震が発生した場合、どう行動しますか？

●  理科室でガスバーナーを使った実験をしているとき   
 

●  部活動で体育館にいるとき   
 

●  放課後一人で忘れ物を取りに教室に行ったとき   
 

●  トイレに入っているとき   
 

●  友人と商店街を歩いているとき   
 

●  一人で住宅街を歩いているとき   
 

地震そのとき10のポイント

① 地震だ！まず身の安全

地震時の行動 地震直後の行動

　揺れを感じたり、緊
きん

急
きゅう

地
じ

震
しん

速
そく

報
ほう

を受けたときは、身の
安全を最

さい

優
ゆう

先
せん

に行動する。丈
じょうぶ

夫なテーブルの下や、物が
「落ちてこない」「倒れてこない」「移

い

動
どう

してこない」空
間に身を寄せ、揺れがおさまるまで様子を見る。

　高
こう

層
そう

階
かい

（概
おおむ

ね 10階以上）での注意点

　高層階では、揺れが数分
続くことがある。大きく
ゆっくりとした揺れによ
り、家具類

るい

が転
てん

倒
とう

・落下す
る危

き

険
けん

に加え、大きく移動
する危険がある。

　火を使っている
ときは、揺れがお
さまってから、あ
わてずに火の始末
をする。出火した
ときは、落ちつい
て消火する。

② 落ちついて
火の元確

かく

認
にん

初期消火
　屋外で揺れ
を感じたら、
ブロック塀な
どには近

ちか

寄
よ

ら
ない。

⑤門や塀
へい

には
近寄らない

　屋内で転倒・落
下した家具類やガ
ラスの破

は

片
へん

などに
注意する。瓦

かわら

、窓
ガラス、看板など
が落ちてくるので
外に飛び出さない。

③あわてた行動
けがのもと

　揺れがおさ
まったときに、
避難できるよ
う出口を確

かく

保
ほ

する。

④窓や戸を
開け

出口を確保
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自分の命を守る「自助」
身近な人を助ける「共助」 家

自宅で地震が発生した場合、どう行動しますか？
●  テレビやラジオから緊

きんきゅう

急地震速報が流れたとき   
 

●  一人で留守番しているとき   
 

●  火を使っているとき   
 

●  揺れがおさまったとき   
 

修学旅行等の校外学習で班行動をしている時に地震が発生し
た場合、どのように行動しますか？

●  電車やバス等に乗っているとき   
 

●  駅のホームで電車を待っているとき  
 

●  見学場所にいるとき   
 

●  海や川の近くにいるとき   
 

地震後の行動

　地
ち

域
いき

に大
だい

規
き

模
ぼ

な火災の危
き

険
けん

がせま
り、身の危険を感じたら、一

いっとき

時集合
場所や避難場所に避難する。沿

えん

岸
がん

部
ぶ

では、大きな揺れを感じたり、津波
警
けい

報
ほう

が出されたら、高台などの安全
な場所に素

す

早
ばや

く避難する。

⑥ 火災や津
つ

波
なみ

確
たし

かな避難

　ラジオやテレビ、
消
しょう

防
ぼう

署
しょ

、行
ぎょう

政
せい

などか
ら正しい情報を得る。

⑦ 正しい情報
確
たし

かな行動

　わが家の安全を確
かく

認
にん

後、近
きん

隣
りん

の安否を
確認する。

⑧ 確かめ合おう
わが家の安全

隣
となり

の安
あん

否
ぴ

　倒
とう

壊
かい

家
か

屋
おく

や転
てん

倒
とう

家
具 な ど の 下

した

敷
じ

き に
なった人を近隣で協
力し、救出・救護する。

⑨ 協力し合って
救
きゅう

出
しゅつ

・救
きゅう

護
ご

　避難が必要なとき
には、ブレーカーを
切り、ガスの元栓を
締
し

めて避難する。

⑩ 避難の前に
安全確認

電気・ガス

（東京消
しょう

防
ぼう

庁
ちょう

から）
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日頃の備え、家庭での備え

地震に対する10の備え
①　家具類の転倒・落下・移動防止対策をしておこう
②　けがの防止対策をしておこう
③　家屋や塀

へい

の強度を確認しておこう
④　消火の備えをしておこう
⑤　火災発生の早期発見と防止対策をしておこう

⑥　非常用品を備えておこう
⑦　家族で話し合っておこう
⑧　地域の危険性を把

は

握
あく

しておこう
⑨　防災知識を身につけておこう
⑩　防災行動力を高めておこう

　大きな地震が発生し、役所や警察、消防から避
ひなん

難指示が出た場合や、自宅や近所から火

災が発生し危険になった場合は、近所の小・中学校や公園などの一
いっとき

時集合場所に避難しま

す。さらに、一
いっとき

時集合場所も危険になった場合には、区市町村の指示に従って、大きな公

園や広場などの避難場所に移動して、災害が収まるのを待ちます。

　その後、災害の危険がなくなったら帰宅しますが、自宅が倒
とうかい

壊したり焼失したりした場

合には、開設された避難所に避難することになります。

　いざというときに備えて事前にそれぞれの場所の確認をしておきましょう。

　家庭では大きな地震や災害に備え
て、避難経路や集合場所、連絡方法な
どをあらかじめ家族で話し合っておき
ましょう。また、家具転倒防止器具を
取り付けたり、非常食や防災用品など
が入った非常持ち出し袋を常時用意し
ておきましょう。

家庭での防災対策

簡易トイレ

ヘルメット、
防
ぼうじん

塵マスク、
防塵めがね公園内の防災倉庫（東京・�飾区）

缶パン　避難所に指定されている学校などに
は、地域住民のために飲料水や食料、
医
いりょう

療品、毛布、自家発電機などいろい
ろな防災用品が備蓄されています。

備
び

蓄
ち く

倉庫

□ 防具□ スニーカー
□ 貴重品

□ 飲料水 □ 懐中電灯 □ 携帯ラジオ □ 軍手

三日分が目安

□ 食料

□ 救急箱 □ 三角巾 □ タオル□ 笛

非常持ち出し袋の中身をチェックしましょう。
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	 	　避難場所に避難する前に、近所の方たちと一時的に
集合して被害の状況を把握するための場所です。小・
中学校のグランドや公園などが指定されています。

	  　地震により、火災が発生し、地域や一時集合場所が
危険になった場合に避難する場所です。

	  　地震などの災害で自宅に住めなくなった場合に、一
定の期間、避難生活を送る場所です。小・中学校や公
民館など公共施設に開設される場合が多いです。

一
いっとき

時
集合場所

避難場所

避難所

● 避難の順序

一
い っ と き

時集合場所、避難場所、避難所の違い

一
いっとき

時集合場所・避難場所

自分の命を守る「自助」
身近な人を助ける「共助」
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大 き な 地 震 が 起 き た

●役所・警察・消防から避難の指示があった
●火事が広がってきて危険になった

○ 火事等の危険がない

○ 一
いっとき

時集合場所が安全

○ 火事の危険がなくなった

○ 家に被害がない

家に戻る

避難場所に避難（大きな公園・広場）

避難所に避難（小・中学校）

× 一
いっとき

時集合場所が危ない

危険で一
いっとき

時集合場所に

行くことができない

× 家に被害があり生活できない

一
いっとき

時集合場所へ避難（小・中学校・近所の公園）



地域防災マップを作ろう
　大地

じ

震
しん

によって建物の倒
とう

壊
かい

や火災などが起こった場合を想定して、通学路や近所の危険

箇
か

所
しょ

を記入した、地域防災マップを作成し安全な避
ひ

難
なん

経路を確認しておきましょう。

⑴ 　自宅を中心に学校やよく利用する駅やバス停までの簡単な地図を描きます。（既にあ

る地図を用いてもかまいません。）

　①主要道路や鉄道などの交通路線を描きます。（色を塗ります。）

　② 一
いっ

時
とき

集合場所、避難場所、避難所、帰宅支援ステーション（都立学校、コンビニエン

スストアなど）、役所、警察署、消防署、病院、公園、公民館など災害時の防災拠点

となる施設を記入します。（マークを付けます。）

⑵ 　実際に自宅から学校、よく利用する駅やバス停等まで歩き、路上の危険箇所をチェッ

クし、マップに記入します。

⑶ 　日頃利用している道路が通行できなくなる場合も想定して、何通りかのルートを記入

しておきます。

地域防災マップの作り方

帰宅支
し

援
えん

ステーション

応急給水槽
そう

防災井戸 駅に設置された AED
自分の住んでいる地域の中で AED（自
動体外式除細動器）が設置されている場
所を把握しておきましょう。

防災トピック

　震災時に保護を必要とする帰宅困難者に対して、水やトイレ、休
きゅう

息
そく

の場所を提供し、沿道や

公共交通の情報などを提供するところです。平成23年（2011）3月 11日、東日本大震災

発生当日は、東京都内でも、交通機関の運行中止や遅
ち

延
えん

などにより、多くの帰宅困難者が発生

しました。足立区立千
せん

寿
じゅ

第五小学校では、３月11日夜から13日にかけて、延べ1,300人に

帰宅支援を行いました。また東京都立新宿高校では、約2,500人の方々を受け入れました。

　東京都では、都立学校や東京武道館などの公共施設と、コンビニエンスストアやファミリー

レストラン、ガソリンスタンドなどに依
い

頼
らい

し、災害時の安全確保に取り組んでいます。
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自分の命を守る「自助」
身近な人を助ける「共助」

自分の防災マップを貼っておきましょう（のりしろ）
地域防災マップ見本

○○
高校

自宅

避難場所
○○公園

給水所

避難所

一時集合場所
いっとき

トイレ

地下鉄
◯◯駅

地下鉄
◯◯駅

街
店
商

○○
小学校

消防署 区役所

ブロック塀
あり

○○駅

は

○○
中学校

★トイレ

●支援体制のある

　ガソリンスタンド

☆警察署・交番

★帰宅支援ステーション

★避難場所

●避難所

●コンビニエンスストア

●給水所

バス停

※備蓄倉庫や消防水利（消火栓）についても調べておきましょう。
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応急手当の基本
　災害時には、捻

ねん

挫
ざ

や骨折、やけどなど様々なけがをする可能性があります。応急手当の

基本を学び、まず自分自身のけがの手当をし、さらに他の人の応急手当ができるよう、い

ざという時に備えましょう。

　はれや変形、痛みがある場合は、原因として打
だ

撲
ぼく

、捻挫、骨折が考えられます。それらの応急手当の基本
は英語の頭文字をとって RICE と言われています。

Rest（安静）…患
かん

部
ぶ

を動かしたり、引っ張ったりしないで、安静にする。

Ice（冷やす）…患部を冷やして、炎
えん

症
しょう

を抑える。

Compression（圧迫・固定する）…包帯などで圧迫・固定して痛みを和らげ、出血を防ぎ、はれを抑える。

Elevation（高くする）…患部を心臓より高く上げて血流を減らし、はれをひかせる。

はれ、変形、痛みがある場合

◦打撲
①冷やして安静にします。
② 初期に動かしたり温めたりすると、内出血がひど

くなるので注意します。
※ 外に傷がなくても、内部に損傷を伴うこともあり

ます。痛みや貧血などの症状が悪化した場合は早
期に医療機関を受診しましょう。

◦捻挫
①水や氷で冷やします。
②包帯などを巻き、固定します。
③患部を高く上げ、安静にします。

足首捻挫の固定法
　どうしても歩行しなくてはならないときに
は、足首を固定します。

① 三角巾などを細めの
帯にして土踏

ふ

まずに
当て、後ろで交差し、
前に回します。

② 前で交差させ、初め
に後ろに回した帯の
下に通します。

③ 帯を引っ張って、足
首の前面で強く結び
ます。

◦脱
だっ

臼
きゅう

・骨折
①患部をできるだけ楽にして、安静に

します。
②患部が腕や肩ならば、包帯や三角巾

などで固定します。

※患部の固定の仕方
①患部をはさむ上下の関節

をカバーするように添え
木（雑誌、ダンボールなど
で代用可能）を当てます。

②患部と添え木を包帯などでいっしょに巻いて動か
ないようにします。

［包帯や三角巾がないとき］
　ふろしきや大きなハンカチ、手ぬぐいやタオル、
ストッキング、シャツなどが使えます。
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出血している場合

切り傷・擦
す

り傷
①傷口が汚

よご

れていたら、水などできれいにします。
②傷口に清潔なガーゼ（ハンカチやタオルでも代用可能）を当てて強く押さ
えて止血します。

③出血が止まったら、ガーゼ（又はハンカチやタオル）の上から包帯などで
巻きます。

④出血が止まらない場合、急いで救急隊や医師などの治
ち

療
りょう

を受けます。
※感染を防ぐために、他の人の血に直接触らないようにしましょう。

鼻血
①座って軽く下を向き、鼻を強くつまみます。（これで大部分は止まります。）
②額から鼻の部分を冷やし、静かに座っています。
③口に血が回り込んできたらはき出します。（飲み込まないようにします。）
④出血が止まってもすぐには鼻をかまず、様子をみます。

やけど
①すぐに、痛みがなくなるまで水で冷やします。衣類でおおわれていたら、
衣類の上から水をかけます。（受傷部に直接水をかけるのは避

さ

けます。）
②水でぬらしたタオルや氷を入れたビニール袋で冷やします。
③水ぶくれができてもつぶしません。
④重

じゅう

症
しょう

の場合は、ただちに救急隊や医師などの治療を受けます。
※身体の表面積の20〜 30％以上の広い範

はん

囲
い

でやけどが起こると重症
で、治療を急がなければいけません。

やけどをした場合

災害にあっても落ち着いて、まずは

自分のけがの状
じょう

況
きょう

を把
は

握
あ く

しよう！

  応急手当の目的
　応急手当の目的は、痛みや不安を和らげること、けがなどの悪化防止、生命を救うことです。手当てを迅

じん

速
そく

に行うことが回復を早め、生命を救うことにつながります。痛みや出血がある場合、また、やけどが重症
な場合は、応急手当が済み次第、医療機関の治療を受ける必要があります。

自分の命を守る「自助」
身近な人を助ける「共助」
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　災害時には根
こん

拠
きょ

のないうわさに惑
まど

わされ、誤った行動をとってしまうことがあります。

公的機関やテレビやラジオ、新聞等の災害情報等信頼できる情報を入手し、混乱すること

のないようにしましょう。

情報の収集と活用に当たって

　　信頼できる情報源
げん

から、入手した情報か。１
　テレビやラジオのニュース、新聞記事、国や地方公共団体などの公的機関のホームページ等を情報源と
した信

しん

憑
ぴょう

性のある情報であるかどうか。

※　東日本大震災発生当時、ツイッターで発信された内容には、根拠のない誤った情報が多くありました
　が、ツイッターからの情報で、宮城県気

け

仙
せん

沼
ぬま

市の公民館に取り残された人々を東京消防庁が空から救助
　した事例もありました。公共機関のホームページにアクセスできない場合は、公共機関のツイッター等
　を利用するようにしましょう。

　　なお、東京都庁広報課のツイッターアカウントは、＠tocho_koho です。

　　インターネット掲
けい

示
じ

板等の情報に、あいまいさはないか。2
　非公式サイトや携

けい

帯
たい

電話のチェーンメール、また、誰
だれ

が言ったか分からないなど、情報源があいまいで
はないか。また、「( 知り得た情報を ) 何日以内に何人に伝えなければならない。」など、不確かな情報を
助長するような内容の情報ではないか。

　 　自分自身が、根拠のないうわさの発信源に、または仲
ちゅう

介
かい

地点になっていないか。3
　あいまいな情報や、聞きかじった情報を、まことしやかに他人に伝えていないか。

　※ 　誤った情報、単に恐怖心をあおるだけのあいまいな情報は、人々をパニック状態に陥
おちい

らせることにも
つながりかねません。特に、長期間、多数の人々と同じ空間で過ごす避

ひ

難
なん

所生活においては、正しい情
報を入手し、適切に活用して秩

ちつ

序
じょ

ある生活を送ることが重要です。

防災トピック

　平成２３年（２０１１）３月１１日午後２時４６分に発生した東日本大震災は、マグニチュード９.０

と推定され、岩手県、宮城県、福島県を中心とした東北地方から全国へと被
ひ

害
がい

が拡大しました。

このとき東京では、千葉県市原市の石油施設の火災によって「火災による、有害物質が空から降っ

てきている」などのチェーンメールや不確定情報などがインターネット上を駆
か

け巡
めぐ

りました。

その後は、金
きん

融
ゆう

機関をかたり、「災害救援金を受け付けております。よろしければ振り込んでい

ただけますか。」という電話や、インターネットによる 「東日本大震災の義援金が送れる。ワン

クリック１,０００円」を見てクリックしたところ、不良サイトに登録されるなどの詐
さ

欺
ぎ

被害が起

きています。

　警視庁では、このようなメールが届いたり電話がかかってきたりしたら、すぐに身近な人に

相談したり、１１０番または最
も

寄
より

の警察署へ通報することを勧めています。

　　　　　   根拠のないうわさに惑わされるな（東日本大震災）

地震発生時の情報の収集と活用
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防災トピック

災害情報の告知
緊
きん

急
きゅう

地震速報（気象庁）
　テレビ、ラジオ、携帯電話などで通知されます。
警
けい

戒
かい

宣言
　東海地震発生のおそれを警告す
る宣言が発せられた場合、区市町
村や警察などは、防災行政無線、
広報車、パトカー、看板などで警
戒宣言が発せられたことを知らせ
ます。防災行政無線やパトカーなどは、サイレンを上記のように鳴ら
します。

災害用伝言ダイヤル「171」（いない）
NTT の災害用伝言ダイヤル（１７１）で、家族間の安否確認ができます。

防災トピック

携帯電話各社の「災害用
伝言板」で安否を登録確
認することができます
（震度６以上の場合）。

正しい情報を入手しよう（関東大震災）

	 	 ３回

サイレン—サイレン—サイレン
	 45 秒	 45秒	 45秒
	 15秒休み	 15秒休み

～不確かな情報に振
ふ

り回されないために～

　日本で本格的にラジオ放送が始まったのは、関東大震災発生から２年後

の大正14年（1925）でした。よって、関東大震災当時は、市民にとっ

て確かな情報を入手する手段は、新聞のみでした。

　しかし、南関東地方に甚
じん

大
だい

な被
ひ

害
がい

をもたらした関東大震災では、多くの新聞社の家屋が焼

失し、交通手段や通信手段が絶たれたため、「富士山が大爆発した」「震源地は、伊豆大島三

原山の噴
ふん

火
か

と観測されている」等、誤った記事も掲
けい

載
さい

されました。

　マスメディアが発達した現代社会では、私たちは、様々な情報を簡単に入手することがで

きます。だからこそ、いざというときに、流
りゅう

言
げん

蜚
ひ

語
ご

に惑
まど

わされないよう、日頃から、必要な

情報を適切に収集する力、入手した情報を正しく取捨選択する力を身に付けておくことが必

要です。

「災害用伝言ダイヤル」の使い方　災害時には電話がかかりにくい
家族の安

あん

否
ぴ

確認は、NTT 災害用伝言ダイヤル「171」を利用しよう。

後は、ガイダンスが流れますので、落ち着いて録音・再生をしてください。

伝言の録音

 ① 「１７１」にダイヤル

 ② 録音の場合「１」を押す。

 ③  自宅の電話番号を市外局番 
からダイヤルする。
（XXX）XXX-XXXX

伝言の再生

 ① 「１７１」にダイヤル

 ② 再生の場合「２」を押す。

 ③  自宅の電話番号を市外局番 
からダイヤルする。
（XXX）XXX-XXXX

※ 毎月 1 日、15 日、1 月 1 日〜 3 日、
防災週間（8/30 〜 9/5）、防災と
ボランティア週間（1/15 〜 1/21）
は体験利用ができます。家族で練習
しておきましょう。

　災害対応型自動販売機（地震や洪
こう

水
ずい

など
の大規模災害時には、中の飲料を無

む

償
しょう

で提
供する。電光掲

けい

示
じ

板がついており、災害情
報が流れるタイプのものもある。）
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海外メディアが伝えた東日本
　世界中のメディアは東日本大震災という未

み

曾
ぞ

有
う

の災害の下、冷静に規律正しく、我
が

慢
まん

強

く協力し合う日本人の姿を賞
しょう

賛
さん

し、応援メッセージを大きく報道しました。

ニューヨークタイムズ（アメリカ）電子版

　「日本への同情、そして賞賛」ニコラス　クリストフ

  Our hearts are all with the Japanese today, after the terrible earthquake there – the worst ever 
recorded in Japan. But the Japanese people themselves were truly noble in their perseverance and 
stoicism and orderliness. There’s a common Japanese word, “gaman,” that doesn’t really have an 
English equivalent, but is something like “toughing it out”. I find something noble and courageous in 
Japan’s resilience and perseverance, and it will be on display in the coming days.（一部抜粋・要約）

　痛ましい地震のその後、我々は日本の人々と思いを共にしている。これは日本で記録された最悪の地
震である。しかし日本の人々自身の忍

にん

耐
たい

力、冷静さ、そして秩
ちつ

序
じょ

は、実にみごとであった。日本でよ
く使われる言葉に「我慢」というものがある。英語には
ぴたりと当てはまるような訳はないのだが、言うならば 

“toughing it out.”（耐え抜く）と同じような意味である。
日本の回復力と不

ふ

屈
くつ

の精神に、私は気高さや勇気を見出
している。そしてまもなく私たちは、それを実感するだ
ろう。（一部抜粋・要約）

Powerful Quake and Tsunami Devastate Northern Japan
「強力な地震と津

つ

波
なみ

が、北日本を荒
こう

廃
はい

させた」

　１面トップで日の丸の赤い円の中に「がんばれ、日本。
がんばれ、東北。」と日本語で大見出しを掲

かか

げ、東日本大震
災の被災地に応援メッセージを送りました。

インディペンデント・オン・サンデー（イギリス）
Don't give up, Japan 
Don't give up, Tohoku

「がんばれ、日本。がんばれ、東北。」

　〈以下、続きの記事の和訳（要約）〉 これはまた、綿密に編ま
れた日本の社会組織、その強さと回復力が、輝

かがや

きを放つと
きでもある。私は日本の人々は必ず力を合わせてくれると
予感している。私たちには、日本から学ぶことがある。私た
ちは日本のことを思い、心を痛めている。痛ましいこの地
震に深い同情と、そしてまた、心からの称賛を表したい。
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大震災と日本の評価

　東日本大震災に伴う東京電力福島第一原子力発電所の事
故で放水作業や周辺住民の避難誘導を行った自衛隊、消防、
警察の活躍が認められ、スペインのアストゥリアス皇太子賞
を受賞しました。アストゥリアス皇太子賞とは、スペインの
皇太子が主宰する賞で、様々な分野で成果を挙げた人物に贈
られるものです。フェリペ皇太子は、当時現場にいた関係者
の「勇気」や「自己犠

ぎ

牲
せい

の精神」に感動したと語り、「日本
社会に深く根付いた価値観を体現した」と称賛し、日本に対
する敬意を表しました。

各国メディアから
中央日報（韓国）
 「東京のレストランで食事中に地震が発生しました。従業員は、落ち着いてお客全員を屋外に誘

ゆう

導
どう

しました。
その後、お客は誰

だれ

一人として無銭飲食をしないばかりか、全員が店に戻って並んで支払いを済ませていまし
た。」

ノーバヤ・ガゼータ（ロシア）電子版
 「日本には最も困難な試練に立ち向かうことを可能にする『人間の連帯』が今も存在している。」

ＶＮエクスプレス　（ベトナム）
 「いろいろな国に災害があれば、国際的な同情と援

えん

助
じょ

は受けるが、日本のように尊敬され、威
い

信
しん

を高める国
は少ない。」

ストレーツ・タイムズ　（シンガポール）
 「日本人は、自然災害による混乱に、秩序を守りながら対処しています。」
 「無料で、みんなに飲料を配布する自動販売機のオーナーと、空腹でも食料配給の列に整然と並ぶ人たち」

ルシオン（アルゼンチン）
 「災害などのどんな状

じょう

況
きょう

下
か

でも、隣
りん

人
じん

に対し礼
れい

儀
ぎ

正しく接するのが日本人です。」

世界が認めた
日本の勇気

自衛隊、消防、警察の活
かつ

躍
やく

が

スペイン「アストゥリアス皇

太子賞」（平和部門）を受賞
［平成23年（2011）10月 21日］

英
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［文藝春秋　平成 23 年（2011）８月 臨時増刊号「つなみ」被災地のこども 80 人の作文集より］

上か
み
じ地
雄ゆ
う
す
け輔
さ
ん
の
仙
台
公
演
に
行
く
た
め
に
貯
め
て
い
た
お
金
、
思
い
つ
い
た

大
切
な
物
を
持
っ
て
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
車
で
逃
げ
ま
し
た
。

　
津
波
が
き
た
時
、
私
は
中
学
校
に
い
ま
し
た
。
窓
か
ら
は
、
木
、
車
、
人
、

閖
上
と
い
う
場
所
が
津
波
に
の
み
こ
ま
れ
て
い
る
様
子
が
見
え
ま
し
た
。

　
私
は
、
こ
の
地
震
と
津
波
で
、
大
切
な
友
達
を
失
い
ま
し
た
。

　
あ
ま
り
話
し
た
こ
と
の
な
い
友
達
、
一
緒
に
映
画
を
見
に
行
く
約
束
を
し
て

い
た
友
達
、
保
育
園
か
ら
一
緒
で
、
本
当
に
大
好
き
だ
っ
た
友
達
、
初
め
は
信

じ
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
、
涙
も
で
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
で
も
今
、
私
達
を
全
力
で
支
え
て
く
れ
て
い
る
世
界
の
た
く
さ
ん
の
人
達
が

い
ま
す
。
避
難
所
で
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
も
あ
る
け
ど
、
世
界
中
の
人
達
が

応
援
し
て
く
れ
て
い
る
と
考
え
る
と
、
頑が

ん
ば張
れ
ま
す
。
だ
か
ら
、
も
う
少
し
私

達
を
応
援
し
て
い
て
下
さ
い
。
世
界
中
の
人
達
の
お
か
げ
で
、
私
達
は
生
き
て

い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
災
害
に
あ
っ
て
、
本
当
に
人
の
優
し
さ
が
わ
か
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
世
界
中
の
人
に
感
謝
し
て
、
い
つ
か
恩
返
し
が
で
き
る

こ
と
を
信
じ
な
が
ら
、
元
気
に
生
き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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「つなみ」には、小齋さんの作品の他にも、被災地の子供たちの作文と絵が掲載されています。

　
３
月
11
日
、
私
達
の
町
を
大
き
な
地じ
し
ん震

と
津つ
な
み波

が
お
そ
い
ま
し
た
。

　
当
時
の
こ
と
は
、
わ
り
と
覚
え
て
い
ま
す
。
気
に
も
し
な
か
っ
た
小
さ
な
揺ゆ

れ
は
、
大
き
な
音
と
共
に
激
し
い
も
の
に
変
わ
り
ま
し
た
。
寝
て
い
た
私
は

と
び
起
き
、
急
い
で
階
段
を
降
り
ま
し
た
。
一
階
に
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
て
、
三
人
で
静
か
に
揺
れ
が
お
さ
ま
る
の
を
待
ち
ま
し
た
。

揺
れ
て
い
る
間
、
電
気
は
左
右
に
激
し
く
動
き
、
食
器
は
棚
か
ら
落
ち
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
割
れ
て
、
ま
る
で
映
画
の
よ
う
で
し
た
。
私
の
家
は
海
に
近
い

の
で
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
窓
か
ら
海
の
様
子
を
ず
っ
と
気
に
し
て
い
ま
し
た
。

海
水
が
ひ
い
て
い
く
の
を
見
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
私
達
に
避ひ

な
ん難

す
る
よ
う
に

指
示
し
ま
し
た
。
私
は
、
余
震
が
続
く
中
、
二
階
へ
戻
り
、
携け
い
た
い帯

の
充じ
ゅ
う
で
ん
き

電
機
、

世
界
中
の
人
に
恩
返
し
し
た
い

　
　
　
　
　
宮
城
県
名な

取と
り

市
閖ゆ

り
あ
げ上
中
学
校
二
年
　
小こ

齋さ
い

可
菜
子
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防災トピック

　平成23年 3月 11日の東日本大震災において、大津波の被害に遭
そう

遇
ぐう

しながらも小・中

学生約３千人のほとんどが助かった地域がありました。それが岩手県釜石市です。

　海岸からわずか100メートルのところにある釜石市立鵜
うの

住
す ま い

居小学校では、最初、校舎

の3階に避難しましたが、隣
となり

の釜石市立釜石東中学校の生徒が校庭に走り出ているのを見

て、小学生たちは自主的に中学生のあとを追い、避難場所であるグループホームに逃げま

した。すると間もなく、グループホームの裏山が崩
くず

れたので小・中学生たちはすぐにまた

高台の介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

、さらにその上の石材店まで逃げたのでした。その後津波は堤
てい

防
ぼう

を越え、

鵜住居小や東中、グループホームにまで押し寄せましたが、小・中学生たちは全員無事で

した。

　この「釜石の奇跡」を起こしたのは、「想定にとらわれるな」「最善を尽くせ」「率先して

避難せよ」という「避難三原則」でした。釜石市では昔から津波対処の言い伝えとして「津

波てんでんこ」の教えがありました。これは「津波が襲
おそ

ってきた時には、一人一人が一
いち

目
もく

散
さん

に

走って高台に逃げよ」という意味で、こうした先人の教えが今の時代にも生きているのです。

釜
かま

石
いし

の奇
き

跡
せき

と「津波てんでんこ」

いま、私たちにできること
　大災害が発生したら、まず、自分の命を守り、次に、身近な人を助け、さらに

避
ひ

難
なん

所の運営など地域に貢
こう

献
けん

することが大切です。

　自分の命を守ることはもちろん、身近な人を守るために、そして、周りのだれ

かを支えるために、中学生の私たちには、どのようなことができるでしょうか。

　今の自分にできることを学び、将来の自分にできることを考えていきましょう。

下級生の手を引いて　〜津
つ

波
なみ

から身を守るために〜
　東日本大震

しん

災
さい

を踏
ふ

まえ、江戸川区

立船
ふな

堀
ほり

小学校では、大地震発生時の

津波の被
ひ

害
がい

を予想し、6年生が1年

生の手を引き、校舎の屋上まで逃げ

るという避
ひ

難
なん

訓練を実
じっ

施
し

しています。

　自分の身はもちろん、下級生の子

供たちの命を守るために、6年生は、

1年生を気
き

遣
づか

いながら、一生懸
けん

命
めい

走っ

て避難します。

平成23年（2011）７月、津波を想定し、6年生が1年生の
手を引いて屋上へ逃げる避難訓練（江戸川区立船堀小学校）

避難訓練
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３
・
11
を
忘
れ
な
い
　

第
三
章
　そ
の
日
に
備
え
て

　〜
自
助
・
共
助
の
心
〜

防災トピック

東日本大震災後、体育館に全国からの支援
物資が搬入され、全校生徒で支援物資の仕
分けの手伝いをした。（岩手県陸前高田市
立横田中学校）

平成25年（2013）、台風第26号通過後
の中学生による土砂等の片付け（大島町）

〈表紙裏−１　参照〉

　東日本大震災当日、都立高校8校（工芸高等学校、
竹
たけの

台
だい

高等学校、浅草高等学校、三田高等学校、芝商
業高等学校、本所高等学校、第一商業高等学校、戸
山高等学校）の高校生356人は、自らも帰宅困難
な状況となりながら、自校に集まった都民等のため
に、ボランティア活動に取り組みました。
　高校生たちは、毛布やマット、飲料水を配布した
り、食事の用意や配

はい

膳
ぜん

をしたりするなど、自分たち
ができることを行いました。
　また、区立中学校４校（港区立港

こう

陽
よう

中学校、新宿区立新宿中学校、杉並区立高円寺中学校、
北区立明

めい

桜
おう

中学校）でも、中学生が備
び

蓄
ちく

倉庫から毛布等を運び出したり、炊
た

き出しの補助を
したりしました。

みんなのために　〜3.11　中・高生の活
かつ

躍
やく

〜

インターネットテレビ会議システムを活用
した話し合い（多摩市立東愛宕中学校）

　東日本大震災の被災地では、地元の中学生たちが自ら進んでボランティア活動をしてい
ます。例えば、岩手県陸

りく

前
ぜん

高
たか

田
た

市立横
よこ

田
た

中学校の生徒たちは全校生徒が全国から届いた支
し

援
えん

物資の仕分けの手伝いをしました。平成25年（2013）の台風第26号による土砂災害
では、大島町の中学生や高校生が自主的に土砂等の片付けや運搬などを行いました。
　また、多摩市立東愛宕中学校の生徒たちは、インターネットのテレビ会議システムを活
用し、宮城県気仙沼市の中学校の生徒との話し合いを通して、災害時に中学生にできるこ
とについて考えました。
　あなたなら、どんなボランティアをしますか。日頃から考えておきましょう。
炊
た

き出しの手伝い／救
きゅう

援
えん

物資の仕分け・配送／高齢者の話し相手／子供たちの話し相手／ゴミの収集、運
うん

搬
ぱん

／清掃活動など

災害時における中学生のボランティア活動

国道15号、品川駅付近（午後7時15分）
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建物の倒
とうかい

壊時、がれきなどの障害物のないところを選んで歩きましょう。
［平成23年（2011）10月29 日, 東京都・小平市・西東京市・武蔵野市・小金井市合同総合防災訓練から］

電柱などの倒
とうかい

壊時、垂れ下がった電線で感電しないよう気を付けましょう。

地域の防災訓練に参加しよう（１）ま
　東日本大震

しんさい

災を踏まえ、避
ひなん

難訓練や防災訓練はますます重要になっています。学校や自

治会などの地域に密着したものから、東京都が年1回行っている東京都総合防災訓練の

ように広域にわたるものまで、様々な防災訓練が実施されています。これは、都民一人一

人の防災意識を高めて、災害発生時の被
ひがい

害を最小限にとどめるための大事な活動です。ま

た、防災訓練は、地域の方々とお互いに知り合う大切な機会でもあり、積極的に参加する

ことが、地域への貢
こうけん

献につながります。

　防災の基本は「自助」です。
　まず、自分自身の安全を確保するこ
とが大切です。いざというとき自分の
身を守るためには、日頃の学校生活で、
例えば清掃活動や身の回りの整理整

せいとん

頓
など、自主・自立の精神を身に付けて
いくことが必要です。
　避難するときには、壊

こわ

れやすい建物
や屋

や ね が わ ら

根瓦が落下しやすい道路の端
はし

より
も、安全でがれきの少ない道路の中央
を通って避難したり、感電の危険があ
る切れた電線や倒

たお

れた電柱などに近寄
らないようにします。

避難訓練
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D級軽可搬消防ポンプ操作要領

スターターロープ

ポンプ部 エンジン部

放水弁ハンドル 燃料タンク

吸水レバー

ホース

台車収納時

吸管

筒先

燃料コック

スロットル
レバー

停止スイッチ

吸水口

圧力練成計

① 吸管を吸水口に結合した後、水源に吸管の先を入れます。 ② ポンプのエンジンを始動し、吸水レバーを操作し、吸水します。

③ 放水を担当する人は、放水口・ホース・筒先を結合し、火元
までホースを伸ばし、ポンプを操作する人に放水の準備ができ
た合図をします。

④ 筒先を持った人から合図があったら、放水弁ハンドルを開き
放水します。水圧による反動力でバランスを崩さないよう、放
水が終わるまでしっかりと保持します。

本格的な消火放水訓練を行います。

D級軽可搬消防ポンプ各部の名称

ずは自分の命を守る「自助」

　震災等の災害被害を最小限に抑えるためには、地域の住民の協力や中学生・高校生などの若い力による災
害対応が必要です。震災等による火災時にポンプを活用した消火活動ができるようになるため、ポンプの設
定から放水までの操作を、自分たちでできるように訓練しましょう。

消火訓練
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１班３人で力をあわせて、実際にがれきにはさまれたダミー人形（50kg）
を救出する訓練をします。このとき自動車のジャッキを使います。

角材などでてこの原理を利用して持ち上げます。 ジャッキを使って脱出できるすき間をつくります。

脱出できない人の救出

地域の防災訓練に参加しよう（2）
　「共助」とは、自分自身の安全が確保できた上で、周りの人を助けることを言います。

　自分の力に応じて、できることを無理なく行うことが大切です。防災訓練は災害時のた

めだけのものではなく、普段の暮らしや学校生活においても、とても役に立つ理論と技術

を学ぶ場です。様々な防災訓練に参加することで、いざというときに周りの人たちの安全

等を守るための取り組みに貢
こうけん

献することができます。積極的に参加するようにしましょう。

　東京都の総合防災訓練では、実際の災害に備えて倒れた柱の下から人を救助する訓練なども行います。日
頃使ったことのない自動車のジャッキを使った救助訓練などが実際に体験できます。

救助訓練
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ＡＥＤを使って、２人１組で救命訓練を行います。

　AEDは扉を開くと警報が鳴る
ので、緊

きんきゅう

急時以外には触
さわ

らない
ようにしましょう。防災訓練の
ときに、しっかり使い方を覚え
ておきましょう。

《用意するもの》
　長くてしっかりした棒（物

ものほしざお

干竿等）2本と、
毛布 1枚で図のようにして作る。ポイント
ははさみ込む毛布の端

はし

を図（③）のようにす
ること。

簡単な担
たん

架
か

の作り方

　　　　　　東京都の先生たちも、被
ひ

災
さい

地で活躍しています
　東京都教育委員会では、東日本大震災に伴う被災地域への人的支援を行っています。

　これまでに、延べ115名（平成24年 12月現在）の先生方が、宮城県に派
はけ ん

遣され、被災地
の学校で活躍されています。

　宮城県の先生方は、御自身が被災されたり、御家族を失ったりしながらも、絶えず、児童・
生徒を支え続けてきました。派遣された東京都の先生方も、被災地の先生方と協力しながら、
被災地の児童・生徒のために、各学校で活躍しています。

　また、学校運営を支えるため、被災地の教育委員会にも、延べ205名（平成24年 12月現在）
の東京都教育庁の職員が派遣されています。

ここがポイント

① ② ③ ④

防災トピック

身近な人を助ける「共助」

　人が倒れている場合は、声をかけながらすぐに救命活動を行うことが大切です。
　日頃から何回も救命訓練を経験することで、躊

ちゅうちょ

躇することなく落ち着いて救助活動やＡＥＤの操作ができる
ようになります。これは、普段の生活やスポーツを行う場でも役立つことです。

救命訓練
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日頃訓練した重機による救助活動（宮城県気仙沼市） 宮城県気仙沼市での救助活動

　東日本大震災では、自衛隊、警察と共に東京消防庁も多くの部隊を派
は

遣
けん

しました。

　東京消防庁ハイパーレスキュー隊も現場に駆
か

けつけ、懸
けん

命
めい

な救助活動を行い、多くの住

民の救出に当たりました。

宮城県気
け

仙
せん

沼
ぬま

市での救出活動
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東日本大震災で活躍した東京消防庁ハイパー

岩手・宮城内陸地震での救助活動

重機を活用した救助訓練

新潟県中
ちゅう

越
えつ

地震での救助活動

特殊な資器材を活用した訓練

〈正式名称〉�消防救助機動部隊　平成8年（1996）12月に創設
　阪

はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大震災の教訓から、通常の消防力では対応が困難な救助事象に迅
じん

速
そく

に対処するための部隊の必
要性が提起されました。このため創設されたのが、消防救助機動部隊（愛称：ハイパーレスキュー隊）です。
　消防救助機動部隊は、
特殊な技術・能力を有
する隊員と、大型重機
など特殊車両などを備
え、多数の人命を早期
に救助することを目的
としたスペシャリスト
部隊で、第二、第三（Ｎ
ＢＣ災害対応）、第六、
第八消防方面本部に設
置されています。

東京消防庁ハイパーレスキュー隊とは
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レスキュー隊 行政機関による「公助」



　平成23年（2011）３月11日、三
さん

陸
りく

沖
おき

での大地震の発生を受け、私たちはすぐに東北地方に向かいました。
目的地は宮城県気仙沼市。津

つ

波
なみ

の直後、漏
も

れた重油に引火して、市街地で大火災が発生したためです。
　３月12日午前９時、私たちが現地に着いたとき
には、約４km2 の広い範囲で火災が起こっていま
した。地元の消防隊員と交代する形で消火活動を
始めましたが、異様な音と共に爆

ばく

発
はつ

が起こり、死
と隣

とな

り合わせの危険を感じました。
　明くる日の１３日までには消火が進み、煙が少
し残るだけになりました。しかし、火災がほぼ収
まったところ、鹿

しし

折
おり

地区の高齢者施設に利用者約
100名が取り残されていることが分かり、一人一
人を背負って救助しました。
　津波や火災で人が亡くなる様子を目撃した利用
者からは「自分が代わってあげたかった」という
声が聞こえ、返す言葉がありませんでした。

幅４km、長さ１kmにおよぶ宮城県気
け

仙
せん

沼
ぬま

市の大火災

大きな被
ひ

害
がい

なので特殊重機が投入されました。

東京消防庁ハイパーレスキュー隊員へインタビュー
　東京消防庁第二消防方面本部（東京都大田区）で、消防救助機動部隊の下山部隊長にイ

ンタビューしました。下山部隊長は東日本大震災における宮城県気仙沼市の大火災につい

て、次のように語っています。
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東京消防庁ハイパーレスキュー

下山部隊長から中学生へのメッセージ（消防救助機動部隊・部隊長）
　消防士になろうと決めたのは、まだ将来の方針も決まらずにいた高校生の頃、消防士の兄に相談
したことがきっかけでした。「いい職場だから試験を受けてみてはどうか。」と誘

さそ

われ、もともと身
体を動かすことには自信があったし、人命を救う仕事にも誇りがもてると感じたので受験しました。
　幸い合格し、１年間消防学校で授業を受けた後、訓練生活に入りました。訓練は考えていたほど
楽なものでなく、途中で何度も辞

や

めたい、逃げ出したいと思いました。ともかく先輩たちに近付こ
うと必死に頑

がん

張
ば

りましたが、なかなか追いつけません。何年かたって、自分にも先輩を追い越せる
ものがあることに気付いたときには、嬉

うれ

しさがぐっとこみ上げてきました。
　訓練中に学んだことは、自分には仲間がいること、そしてその仲間のその力で支えられていると
いうことです。現場で救助活動をする際、地下に潜

もぐ

ることもあるのですが、
仲間がしっかり握っていてくれるロープと、状

じょう

況
きょう

を無線で伝えてくれる仲
間がいるからこそ安心して救助に専念できます。つまり、チームワークが
自分の命

いのち

綱
づな

なのです。
　私が、隊長として大切にしていることは、正に、この一点。｢仲間を大
切にして、チームワークを守ること。」このことをずっと、隊員たちと共
有していきたいと思っています。

現場でミーティング中の下山部隊長 救急ヘリコプターで病院に搬送

宮城県気仙沼市での救助活動
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隊員からのメッセージ



防災について調べよう
行ってみよう学べる防災センター

所在地 ： 東京都千代田区大手町 1-3-4 気象庁 1F　TEL ： 03-
3212-8341　開館時間： 10:00-16:00　入館料 ： 無料　休
館日 ： 12 月〜 5 月の日曜・祝日（祝日が土曜の場合開館）・年
末年始　交通アクセス：東京メトロ東西線「竹橋駅」4 番出口
から徒歩 1 分、東京メトロ千代田線、半蔵門線、丸ノ内線、都
営三田線「大手町駅」C2b 出口から徒歩 5 分　ホームページ ： 
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/intro/kagakukan.html

所在地 ： 東京都立川市泉町 1156-1　TEL ： 042-521-1119　開館時間： 9:00-
17:00 入館料 ： 無料　休館日 ： 木曜・第 3 金曜（祝日の場合は直後の平日）・年末年
始　交通アクセス：JR 中央線「立川駅」北口 1 番バス乗り場から、立川バス「立川
消防署」下車すぐ 多摩都市モノレール「高松駅」徒歩 15 分　ホームページ ： http://
www.tfd.metro.tokyo.jp/hp-ttbskan/

模
も

擬
ぎ

災害を体験しながら防災についてしっかり学ぶことができる

東京消防庁�本所防災館　所在地：墨田区横川 4-6-6 本所消防署内　TEL：03-3621-0119
ホームページ：http://www.tfd.metro.tokyo.jp/hp-hjbskan/

四谷三丁目駅から直結、徒歩 0 分。消防車やヘリにも乗れ、江戸時代からの消防の歴史を学ぶことができる

東京消防庁�消防博物館　所在地：新宿区四谷 3-10 四谷消防署内　TEL：03-3353-9119
ホームページ：http://www.tfd.metro.tokyo.jp/ts/museum.html

津波シミュレーター

消火訓練室

災害ポイントウォッチャー

防災ミニシアター

緊急地震速報トライアル

地震体験室

「ひょっとして大雨キューブ」

応急救護訓練室

＊ 休館日などは変
へん

更
こう

する場合があるので
ホームページなどで確認してください。

地震や津
つ

波
なみ

などの災害時の対処法を体感しながら学ぶことができる

気象庁 気象科学館

首都圏
けん

の災害を想定した体験が総合的に学べる

東京消防庁立川防災館

❶ 災害ポイントウォッチャー
災害に遭

そう

遇
ぐう

した時、どのような行動や場所が安全か、クイズ形式で学ぶ
ことができる。
❷ 緊

きん

急
きゅう

地震速報トライアル
緊急地震速報のしくみや速報が出た時に取るべき行動について学べる。
❸ ひょっとして大雨キューブ
局地的大雨の怖

こわ

さや、一人一人ができる対策について解説している。
❹ 津波シミュレーター
津波を模型で発生させ、映像とともに津波のしくみが学べる。

❶ 防災ミニシアター
もし首都直下に大地震がきたらということを想
定した映像を通して、備えと行動避

ひ

難
なん

について
学べる。
❷ 地震体験や煙

けむり

体験
本物そっくりの震度 7 の揺

ゆ

れを体験できる。
煙体験室では、避難時の煙の特性や恐

おそ

ろしさに
ついて学べる。
❸ 応急救護訓練
突然の事故に備えて、正しい応急手当を学ぶため
のコーナーで、AED の取扱い方法も勉強できる。
❹ 消火訓練
消火器を実際に活用した疑似体験を通して、消
火器の使用法が学べる。

❶

❶

❷

❷

❹

❹

❸

❸
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所在地 ： 東京都豊島区西池袋 2-37-8  TEL ： 03-3590-
6565  開館時間： 9:00-17:00　入館料 ： 無料　休館日 
： 火曜・第３水曜（国民の祝日に当たる場合は翌日休業） 
年末年始（12 月 28 日〜１月４日）　交通アクセス：池
袋駅（南口・西口・メトロポリタン口）から徒歩５分　ホー
ムページ ： http://www.tfd.metro.tokyo.jp/hp-ikbskan/

所在地 ： 東京都北区西ヶ原 2-1-6　TEL ： 03-3940-
1811　開館時間： 9:00-17:00　入館料 ： 無料　休館
日 ： 月曜（月曜が祝日の場合火曜も休館）・祝日（土曜除
く）・年末年始　交通アクセス：JR 京浜東北線「上中里駅」
から徒歩 5 分、東京メトロ南北線「西ヶ原駅」1 番出
口から徒歩 5 分　ホームページ ： http://www.city.kita.
tokyo.jp/docs/facility/242/024231.htm

東京都震災復興記念館　
関東大震災の惨

さん

禍
か

を永く後世に伝え、震災後に東京を復興させた当時の大事業を記念す
るために東京都慰

い

霊
れい

堂
どう

の付帯施設として建設された。震災被害資料、油絵、
写真、復興模型や震災遺物などが展示されている。
所在地 : 東京都墨田区横網２- ３-25　TEL：03-3622-1208（横網町公園事務所）　交通 : JR
総武線「両国駅」下車・西口から徒歩 10 分 / 都営地下鉄大江戸線「両国駅」（江戸東京博物館前）
下車 A1 出口 徒歩２分　ホームページ：http://www.tokyoireikyoukai.or.jp/kinenkan.html

江戸東京博物館　
江戸東京400年の歴史と文化を展示している博物館。東京ゾーンでは関東大震災とその後の復興の様子を展示している。
所在地 : 東京都墨田区横網 1-4-1 東京都江戸東京博物館（TEL 03-3626-9974）　交通 : JR 総武線「両国駅」西口下車 徒歩 3 分 / 都営
地下鉄大江戸線「両国駅」（江戸東京博物館前） A4 出口 徒歩１分　ホームページ：http://www.edo-tokyo-museum.or.jp/

図上訓練コーナー

防災クイズコーナー

救急コーナー

震災復興記念館

慰霊堂

地震コーナー

地震体験コーナー

救助・救出コーナー

初期消火訓練・煙体験コーナー

池袋駅から近く、一人でもグループで
も大丈夫。いざという時の対処法を学
ぶことができる

東京消防庁池袋防災館

東京都で最初にできた防災啓
けい

発
はつ

施設。防災に対
する正しい知識を身に付けることができる

東京都北区防災
センター
（地震の科学館）

❶ 地震コーナー
地震コーナーでは、長周期地震動による揺れや東日本大
震災の波形に基づく揺れを、煙コーナーでは、煙の性質
を学び、避難をする体験ができる。
❷ 救急コーナー
心
しん

肺
ぱい

蘇
そ

生
せい

法
ほう

の体験ができ正しい応急処置を学べる。
❸ 救助・救出コーナー
消火コーナーでは、消火器の使用法を実際に体験して習得
できます。救助・救出コーナーでは、屋内や屋外での救助・
救出方法を体験し、技術を身につけることができる。
❹ 図上訓練コーナー
地図に防災施設等の情報を書き込み、地域の防災力の
確認ができる（東京都内の町会・自主防災組織対象）。

❶ 地震体験
起震装置を使って関東大震災、阪

はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大震災など
の実際の揺れを体験することができる。
❷ 初期消火訓練・煙体験
小さな火のうちに消し止めることで、被害を最小限に食
い止められ、煙の性質を学び、避難訓練ができる。
❸ 応急救護訓練
モデル人形を使用し、AED（自動体外式除細動器）の
使用法など正しい応急処置を学べる。
❹ その他の体験
AED を使用した心肺蘇生・三

さん

角
かく

巾
きん

・救出救護・簡単
なロープワークなどの体験ができる。

❶

❶

❷

❹

❹

❸

❸
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　平成24年（2012）11月東京都防災会議は、東京都地域防災計画を策定しました。
この計画は、都の被

ひ

害
がい

想定や東日本大
だい

震
しん

災
さい

などの最近の大規模地震から得た教訓等を踏
ふ

ま
えて策定されたものです。これにより自助・共助・公助を実現し、都民の生命・身体及び
財産を保護するとともに都市の機能を維持することにより東京の防災力を向上し「首都東
京の防災力の高度化」を目指します。

東京都の防災対策を調べてみよう

【東京都地域防災計画の視点と対策】

都の被害想定（平成24年 4月）

地域防災計画（震災編）における対策と全体像

　東京都の防災対策について、東京都のホームページなどでもっと詳しく調べてみましょう。
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こうした被害を抑
よく

制
せい

するため、３つの視点で、具体的な目標をあげて対策を進めます

● 都民のくらしと都市機能を支える住宅やライフライン等に大きな被害が発生

全
ぜん

壊
かい

棟
むね

数
かず

= 約 30 万棟
とう

、ライフライン被害 = 断水率約 35％・停電率約 18％など

● 都民と地域の防災力向上
● 安全な都市づくりの実現
● 交通ネットワーク・ライフライン等の確保
● 津

つ

波
なみ

等対策

● 広域連
れん

携
けい

による応急対応力の強化
● 情報通信の確保
● 医

い

療
りょう

救護等対策
● 帰宅困難者対策

● 避難者対策
● 物流・備

び

蓄
ちく

・輸送対策の推進
● 放射性物質対策
● 住民の生活の早期再建

自助・共助・公助を
束ねた地震に強い
まちづくり

都民の命と首都機能を
守る危機管理の
体制づくり

被
ひ

災
さい

者
しゃ

の生活を支え、
東京を早期に再生する
仕組みづくり

視点1

視点 2

視点 3

● 強い揺
ゆ

れや火災によって、重大な人的被害が発生

最大死者数 = 約 1 万人、最大避
ひ

難
なん

者
しゃ

数 =339 万人、帰宅困難者数 = 約 517 万人など
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復興に向けて・・・
被災地から、東京都の中学生にメッセージをいただきました。
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あの日・・・
被災地から、東京都の中学生にメッセージをいただきました。

　この作品のテーマは「新生高田！！」です。
�　あの３月１１日に起こった震災で多くの人々が犠

ぎ

牲
せい

になり、家も車もすべてを津
つ

波
なみ

によって流されました。私はあの日、高田高校で部活をしていて、第２グラウンドの
方に避

ひ

難
なん

しました。
　津波を見た次の日、町には少数の建物しか残っていなくてあの町並みはもう見られ
ないと思ったら信じられませんでした。あれから半年が経ち、今では前とほぼ変わら
ない生活を送っています。部活動でこの話を知り、自分の思っている絵を描きました。
　私は絶対に海は描きたくて海を中心の上に。そして海の下にある線路は防

ぼう

波
は

堤
てい

を
兼
か

ね備えています。高田の町並みがあって、手前に見える時計台は市役所で高田の
シンボルです。右側に見える青い屋根の建物は、高田高校です。そして、左側に見
える大きな観覧車は高田を一望できます。ここは高田の新しい名物スポットと考え
ています。他にも博物館や図書館、遊ぶ場所、買い物できる場所を設けました。
　復興が進んでこんな風になったらいいなと思いながら描きました。

岩手県立高田高等学校１年　西槇　美紀

今の福島が本当に大好きです

　私たちは、あの３月１１日の大震災から、全てが変わってしまって、今、藤間中学
校に間借りして勉強しています。豊間中学校の校舎は、１階が津波で流されてしまっ
ていて、いつ、豊間中にもどれるのか分かりません。早く豊間中学校にもどりたいです。
部活動では、月曜日と金曜日は藤間中の体育館を使わせていただいています。本当に
藤間中学校には、感謝しています。
　また、今まで支援してくださったみなさんにも本当に感謝しています。私たちは、
みなさんの支援のおかげでとても元気になりました。これからの事は、分かりません
が、私たちは、これからもずっと元気でいたいし、早く、復旧・復興して、早く３月
１１日以前よりも良い福島にしていきたいです。私は、今の福島が本当に大好きです。

平成２３年１０月　　福島県いわき市立豊間中学校　１年　鈴木　里歩

新生高
たか
田
た
！！



東京都教育委員会

東京都教育委員会

東
京
都
教
育
委
員
会

まず自分の命を守り、
次に身近な人を助け、
さらに地域に
貢献できる人になるために

　　　　　　　　　立　　　　　　　 　　　 学校
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